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１ 年次報告書について 

１－１ 目的 

 安曇野市環境基本条例（以下「条例」という）第10条に基づき、市の環境の現状や環境の保

全と創造に関して行った施策について公表するものです。市の環境の現状や課題、この一年

の取り組みについて市民・事業者の皆様と情報共有するとともに、その評価や反省点を今後

の施策の展開につなげていくことを目的としています。 

１－２ 記載事項 

 第２次安曇野市環境基本計画（以下「基本計画」という）、環境行動計画2018-2022（以下

「行動計画」という）に基づき、本市が2020（令和２）年４月１日から2021（令和３）年３月

31日までの間に取り組んだ環境に関する施策の実施状況を記載しています。 

 なお、省エネ・省コストを考慮し、以降の記載は前述の条例・計画の参照を前提とし、基本

計画で定めた環境指標の状況や、行動計画において重点的に取り組むものとして選定された

全27のプログラムの経過と結果を簡潔に記載するものとします。 

本書の記述についての不明な点や取り組みの詳細は、基本計画のほか、安曇野市里山再生

計画等の環境に関連する個別計画及びそれらに基づく報告書を参照していただくか、各取り

組みの担当課までお問い合わせください。 

１－３ 留意事項 

 本書に記載の計画等は、市ホームページ上に公開されています。初出の箇所（青字で記載）

をクリックすると掲載ページへのリンクが開きますので、必要に応じてご活用ください。（イ

ンターネット上で本書を閲覧されている場合のみ） 
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２ 第２次安曇野市環境基本計画について 

 2008（平成20）年に制定した安曇野市環境宣言を基本理念として、より良い安曇野の環境

を実現するための行動指針となるもので、環境の保全および創造に関する施策を総合的かつ

計画的に推進するため、望ましい環境のあり方や環境施策の基本的な方向性などを示してい

ます。また、本市の最上位計画である第２次安曇野市総合計画を環境面から推進する役割を

担っています。 

２－１ 環境基本計画の基本事項 

 基本計画策定の背景、第１次基本計画の評価、第２次基本計画の基本的事項について記述

しています。詳細は、基本計画第１章（Ｐ１-18）を参照してください。 

２－２ 安曇野市の環境の現状 

 安曇野市の概況、自然環境、生活環境、資源循環・地球環境、参加・協働について記述して

います。詳細は、基本計画第２章（Ｐ19-56）を参照してください。 

２－３ 安曇野市がめざす環境のすがた 

 安曇野市の環境づくりに向けて、望ましい環境像・基本目標、環境指標、計画の体系につ

いて記述しています。詳細は、基本計画第３章（Ｐ57-64）を参照してください。 

２－４ 望ましい環境をつくるための取り組み 

 取り組みの基本的な考え方、取り組みの推進（個別目標）、重点取り組みの推進について記

述しています。詳細は、基本計画第４章（Ｐ65-102）を参照してください。 

２－５ 計画の推進体制と進行管理 

 推進体制、進行管理、その他の計画推進方法について記述しています。詳細は、基本計画

第５章（Ｐ103-111）を参照してください。 

３ 安曇野市環境行動計画（2018-2022）について 

 基本計画で定めた51の重点取り組みのうち、目標を数値で把握できるものを中心に27のプ

ログラムを抽出し、その目標達成のための具体的な進行管理の方法を示した行政計画の一つ

です。基本計画の前期にあたる2018年度から2022年度を計画期間としますが、各年のPDCAサ

イクルによる点検・評価と改善、社会情勢の変化等により、随時見直しを行います。 

 行動計画で選定した取り組みの実施状況は、本書６ページ以降に掲載しています。 

４ 安曇野市環境基本計画実施計画書について 

 行動計画で選定した取り組みをプログラム化し、一年間に実施する内容を具体的に示した

計画書です。進行管理シートにより目標や結果、課題を管理し、見出された改善点を翌年の

計画に反映します。 
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５ 2020（令和２）年度の取り組み 

本年度の取り組みを条例に基づくもの、行動計画に基づくもの、基本計画の４つの基本目

標の一つである「参加と協働」に基づくものに区分し、順次記述します。 

 

５－１ 安曇野市環境審議会（条例第17条関係） 

環境審議会を以下のとおり開催し、環境の保全及び創造に関する事項について審議しました。 

 

日 付 会議名称 内 容 

2020（令和２）年 

４月21日 
第１回 

(１)令和２年度環境課及び廃棄物対策課の当初予算概要に

ついて 

(２)令和２年度安曇野市一般廃棄物処理実施計画について 

(３)第２次環境基本計画・行動計画について 

７月27日 第２回 
(１)視察（穂高広域施設組合 新ごみ処理施設） 

(２)環境基本計画 令和元年度 年次報告書について 

11月５日 第３回 
(１)安曇野市一般廃棄物処理基本計画について 

(２)安曇野市地球温暖化防止実行計画について 

2021（令和３）年 

１月19日 

第４回 

（中止） 

(１)環境基本計画 令和２年度 年次報告（中間）について 

※新型コロナウイルスの影響により中止 

３月18日 第４回 

(１)安曇野市一般廃棄物処理基本計画について 

(２)環境基本計画 令和２年度 年次報告書について 

(３)環境基本計画 令和３年度 実施計画書について 
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５－２ 環境基本計画の推進 

 基本計画の基本目標４、個別目標15、主要施策47項目に基づく各種施策を展開しました。 

 

５－２－１ 重点取り組み 

 基本計画に定めた施策のうち、個別目標１から12にかかる51の重点取り組みについて、行

動計画に選定したものを含め、各担当において取り組みを進めました。 

 

５－３ 環境行動計画の推進 

 基本計画に定めた51の重点取り組みのうち、環境指標に絡み、数値目標を定めて特に厳密

に進行管理を行うべきものとして抽出した27のプログラムについての取り組み状況を次に示

します。 

○環境行動計画における重点取り組み一覧 

種別 No. 重点取り組み 担当課・係 

環
境
基
本
計
画
事
業 

1 

シンボル種（オオルリシジミなど地域の生態系を代表す

る種）やレッドリスト種などの保護活動を推進する。 
環境課 環境政策係 

2 

外来生物の分布状況を把握し、その悪影響に関する普

及啓発を実施する。 
環境課 環境保全係 

3 

悪臭防止法に基づく臭気指数規制の適切な運用を図

る。 
環境課 環境保全係 

4 
管理不十分な空家などへの指導をする。 環境課 空家対策室 

5 
広報などで分別の徹底を啓発する。 

廃棄物対策課 廃棄物対策担

当 

6 
事業者に対しごみの分別、減量化、資源化を指導する。 

廃棄物対策課 廃棄物対策担

当 

7 
分別方法を分かりやすく説明する。 

廃棄物対策課 廃棄物対策担

当 

8 

安曇野市地球温暖化防止実行計画に基づき、省エネル

ギーに配慮した行動を行う。 
環境課 環境政策係 

9 
地球温暖化防止の取り組みの「見える化」を促進する。 環境課 環境政策係 

10 

公共施設を建設する際に省エネ機器・設備を率先導入

する。 
財産管理課 施設経営担当 

11 
緑のカーテンの導入を推進する。 環境課 環境政策係 

12 
住宅用太陽光発電の効果を検証する。 環境課 環境政策係 
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file:///C:/Users/0837/AppData/Local/Microsoft/Windows/INetCache/Content.MSO/1C122A74.xlsm%23No.２!A1
file:///C:/Users/0837/AppData/Local/Microsoft/Windows/INetCache/Content.MSO/1C122A74.xlsm%23No.３!A1
file:///C:/Users/0837/AppData/Local/Microsoft/Windows/INetCache/Content.MSO/1C122A74.xlsm%23No.４!A1
file:///C:/Users/0837/AppData/Local/Microsoft/Windows/INetCache/Content.MSO/1C122A74.xlsm%23No.５!A1
file:///C:/Users/0837/AppData/Local/Microsoft/Windows/INetCache/Content.MSO/1C122A74.xlsm%23No.６!A1
file:///C:/Users/0837/AppData/Local/Microsoft/Windows/INetCache/Content.MSO/1C122A74.xlsm%23No.７!A1
file:///C:/Users/0837/AppData/Local/Microsoft/Windows/INetCache/Content.MSO/1C122A74.xlsm%23No.８!A1
file:///C:/Users/0837/AppData/Local/Microsoft/Windows/INetCache/Content.MSO/1C122A74.xlsm%23No.９!A1
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種別 No. 重点取り組み 担当課・係 

各
分
野
に
お
け
る
基
本
計
画
事
業 

13 
薪の地産地消率向上を推進する。 耕地林務課 林務担当 

14 

里山で生産される間伐材など「安曇野材」を活用できる

生産・流通の仕組みづくりを行う。 
耕地林務課 林務担当 

15 

里山で活動するための技術・知識を身につけるための

「さとぷろ。学校」の年間を通じた講座運営をする。 
耕地林務課 林務担当 

16 
松枯れ対策事業を継続して行う。 耕地林務課 林務担当 

17 

農地を計画的に保全し、農業生産と田園景観の基盤を

守る。 
農政課 集落支援担当 

18 
荒廃農地対策を行う。 

農政課 集落支援担当/農業委

員会 

19 

県知事認定の「エコファーマー」制度の推進に協力す

る。 
農政課 生産振興担当 

20 
学校における食農教育を推進する。 

農政課 マーケティング担当/学

校教育課 教育指導室 

21 
鳥獣被害防止計画を策定（見直し）し、実施する。 耕地林務課 林務担当 

22 
多面的機能支払交付金事業の運用・啓発を図る。 耕地林務課 耕地担当 

23 
緑の恵みを感じることができる講座を開催する。 都市計画課 公園緑地係 

24 
景観条例や屋外広告物条例の運用・啓発を行う。 建築住宅課 建築景観係 

25 

地下水涵養に資する手法等の調査・研究・試行を実施

する。 
環境課 環境保全係 

26 
雨水貯留施設の設置に対する補助を行う。 環境課 環境保全係 

27 
デマンド交通「あづみん」、「定時定路線」の運行を行う。 政策経営課 交通政策係 
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開

催
7
/
1
1
、

8
/
1
、

2
/
6

3
回

・
延

べ
9
4
人

第
1
回

 里
山

の
昆

虫
に

つ
い

て
学

ぶ
（
黒

沢
洞

合
自

然
公

園
）
、

第
2
回

 生
き

も
の

を
と

お
し

て
秋

を
感

じ
て

み
よ

う
（
長

峰
山

）
、

第
3
回

 き
れ

い
な

川
に

暮
ら

す
魚

類
に

つ
い

て
学

ぶ
（
高

瀬
川

）

6
/
2
7
、

2
8
、

3
/
5

年
１

回
以

上
参

加

生
物

多
様

性
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
連

絡
会

議
の

開
催

・
自

然
保

護
事

例
の

情
報

共
有

お
よ

び
対

応
結

果
の

検
討

５
月

、
1
2

月

3
回

公
共

事
業

な
ど

の
自

然
保

護
に

関
す

る
助

言
を

受
け

た
。

・
松

く
い

虫
防

除
の

た
め

の
薬

剤
散

布

・
松

本
糸

魚
川

連
絡

道
路

A
ル

ー
ト

帯

・
国

土
強

靭
化

事
業

な
ど

5
/
1
1
、

6
/
1
8
、

1
2
/
1
5

年
１

回
以

上
実

施

安
曇

野
オ

オ
ル

リ
シ

ジ
ミ

保
護

対
策

会
議

へ
の

参
加

・
ク

ラ
ラ

苗
配

布
イ

ベ
ン

ト
支

援
・
会

議
へ

の
出

席
６

/
2
7
、

2
8

3
月

1
回

・
記

念
植

樹
及

び
講

演
会

を
6
月

2
7
日

に
、

ク
ラ

ラ
の

苗
配

布
を

6
月

2
7
、

2
8
日

に
実

施
し

た
。

・
保

護
対

策
会

議
を

国
営

公
園

で
3
月

5
日

に
実

施
し

た
。

コ
ロ

ナ
対

策
で

遠
方

の
出

席
者

に
は

リ
モ

ー
ト

で
対

応
し

た
。

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況
審

議
会

の
評

価

成
果

課
題

無
・
第

3
回

時
は

参
加

者
が

定
員

に
達

し
か

つ
公

平
に

抽
選

さ
れ

る
よ

う
に

、
抽

選
方

法
を

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

多
く

の
市

民
に

参
加

機
会

が
巡

る
よ

う
に

、
抽

選
に

よ
り

参
加

者
を

決
定

す
る

。
A

A

な
が

の
電

子
申

請
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

こ
と

で
、

申
し

込
み

受
付

時
の

事
務

を
大

幅
に

軽
減

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・
第

2
回

時
は

市
民

の
要

望
を

汲
み

募
集

形
式

を
抽

選
と

し
た

が
、

抽
選

の
結

果
、

人
数

が
定

員
よ

り
大

幅
に

少
な

く
な

っ
た

。

無
・
各

議
題

は
会

議
で

取
り

上
げ

る
必

要
が

あ
る

か
、

事
業

主
体

と
事

前
に

確
認

す
る

。
・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
会

議
実

施
時

及
び

意
見

提
供

時
の

事
業

主
体

へ
の

報
告

形
式

を
再

確
認

す
る

。
A

A

第
1
回

は
コ

ロ
ナ

の
た

め
書

面
開

催
と

し
た

。
松

本
糸

魚
川

連
絡

道
路

A
ル

ー
ト

帯
に

つ
い

て
、

今
後

の
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

関
わ

り
方

を
調

整
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
会

議
の

協
議

事
項

に
つ

い
て

、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
会

議
で

取
り

上
げ

る
べ

き
内

容
か

疑
わ

し
い

も
の

が
存

在
し

た
。

無
・
今

後
も

オ
オ

ル
リ

シ
ジ

ミ
の

観
察

会
は

国
営

ア
ル

プ
ス

あ
づ

み
の

公
園

及
び

日
本

自
然

保
護

協
会

の
主

催
に

委
ね

、
市

は
共

催
・
後

援
の

立
場

で
広

報
な

ど
に

協
力

す
る

。
A

A

イ
ベ

ン
ト

は
当

日
ま

で
の

会
場

用
意

及
び

広
報

、
当

日
の

運
営

サ
ポ

ー
ト

等
で

支
援

し
た

。
・
国

営
ア

ル
プ

ス
あ

づ
み

の
公

園
、

日
本

自
然

保
護

協
会

主
催

事
業

と
の

棲
み

分
け

環
境

審
議

会
意

見

・
目

標
①

に
つ

い
て

、
大

変
人

気
が

あ
る

た
め

、
定

員
で

は
な

く
満

足
度

な
ど

を
目

標
値

に
し

て
は

ど
う

か
。

・
人

気
の

高
さ

に
応

じ
て

回
数

を
増

や
す

、
そ

れ
が

困
難

で
あ

れ
ば

講
師

を
増

や
し

て
一

回
の

募
集

人
数

を
増

や
す

な
ど

の
対

応
を

し
た

方
が

よ
い

。
・
目

標
②

に
つ

い
て

、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

円
滑

な
運

営
に

つ
い

て
吟

味
が

必
要

で
あ

る
。

1
3
．

情
報

の
充

実
1
4
．

学
ぶ

・
体

験
す

る
1
5
．

関
連

組
織

・
広

報
あ

づ
み

の

・
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

・
安

曇
野

エ
コ

プ
ラ

ン
.n

e
t

・
安

曇
野

市
版

レ
ッ

ド
デ

ー
タ

ブ
ッ

ク

・
自

然
観

察
会

・
安

曇
野

市
生

物
多

様
性

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

・
安

曇
野

オ
オ

ル
リ

シ
ジ

ミ
保

護
対

策
会

議
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 担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
環

境
基

本
計

画
事

業
】

Ｎ
ｏ

．
2

外
来

生
物

の
分

布
状

況
を

把
握

し
、

そ
の

悪
影

響
に

関
す

る
普

及
啓

発
を

実
施

す
る

。
環

境
基

本
計

画
　

重
点

取
り

組
み

　
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
シ

ー
ト

環
境

課
　

環
境

保
全

係

5
/
2
0

8
/
1

新
規

登
録

者
　

５
　

人
4
0
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

特
定

外
来

生
物

リ
ポ

ー
タ

ー
の

募
集

・
情

報
提

供
依

頼
市

広
報

紙
、

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ほ

か
、

自
然

観
察

会
等

の
機

会
を

利
用

し
た

募
集

案
内

６
/
1
0

（
通

年
）

2
人

・
市

広
報

紙
、

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

掲
載

・
第

１
回

自
然

観
察

会
に

て
チ

ラ
シ

配
布

9
/
1
4

駆
除

作
業

の
実

施
実

施
済

駆
除

啓
発

に
関

す
る

広
報

の
実

施
・
市

広
報

紙
な

ど
に

よ
る

駆
除

啓
発

・
特

定
外

来
生

物
リ

ポ
ー

タ
ー

通
信

の
発

行

5
/
2
0

5
月

・
1
2
月

9
6
件

・
駆

除
啓

発
チ

ラ
シ

を
駆

除
マ

ニ
ュ

ア
ル

と
し

て
活

用
で

き
る

も
の

に
全

面
改

訂
し

、
各

区
長

及
び

環
境

部
長

に
配

布
し

た
。

・
市

広
報

紙
に

駆
除

啓
発

記
事

を
掲

載
（
5
月

号
）

・
リ

ポ
ー

タ
ー

通
信

第
9
号

（
6
/
5
）
、

第
1
0
号

（
2
/
2
1
）
を

発
行

し
た

。

・
な

が
の

電
子

申
請

サ
ー

ビ
ス

に
よ

り
情

報
提

供
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

4
月

5
/
2
0

6
/
5
、

2
/
2
1

情
報

提
供

件
数

　
5
0
　

件
1
8
6
%

市
内

道
路

な
ど

に
お

け
る

駆
除

活
動

関
係

課
の

ほ
か

、
安

曇
野

建
設

事
務

所
、

土

地
改

良
区

等
と

連
携

し
て

駆
除

活
動

を
実

施
5
月

1
回

・
環

境
市

民
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

特
定

外
来

生
物

リ
ポ

ー
タ

ー
協

力
の

も
と

、
憩

い
の

池
の

オ
オ

カ
ワ

ヂ
シ

ャ
を

駆
除

し
た

。

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況
審

議
会

の
評

価

成
果

課
題

無
単

に
報

告
す

る
だ

け
で

な
く

、
積

極
的

に
駆

除
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

促
す

。
C

C
登

録
者

が
2
名

増
加

し
た

。

リ
ポ

ー
タ

ー
制

度
の

今
後

の
展

開

無
な

が
の

電
子

申
請

サ
ー

ビ
ス

は
効

率
化

に
非

常
に

有
効

で
あ

る
た

め
、

各
リ

ポ
ー

タ
ー

に
通

知
を

す
る

際
に

積
極

的
に

利
用

す
る

よ
う

促
す

。
A

A

・
情

報
提

供
に

よ
り

駆
除

に
繋

が
っ

た
。

・
な

が
の

電
子

申
請

サ
ー

ビ
ス

が
活

用
さ

れ
た

。
な

が
の

電
子

申
請

サ
ー

ビ
ス

が
利

用
で

き
る

こ
と

を
知

ら
な

い
リ

ポ
ー

タ
ー

が
い

た
。

無
オ

オ
キ

ン
ケ

イ
ギ

ク
、

オ
オ

ハ
ン

ゴ
ン

ソ
ウ

の
駆

除
に

加
え

、
オ

オ
カ

ワ
ヂ

シ
ャ

の
駆

除
に

つ
い

て
も

計
画

的
に

実
施

す
る

。
A

A

近
年

増
加

し
つ

つ
あ

っ
た

憩
い

の
池

の
オ

オ
カ

ワ
ヂ

シ
ャ

を
減

少
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。

来
年

度
以

降
の

継
続

環
境

審
議

会
意

見

・
目

標
①

に
つ

い
て

、
長

野
県

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

も
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
で

き
る

た
め

活
用

し
て

ほ
し

い
。

・
リ

ポ
ー

タ
ー

を
増

や
す

方
法

を
考

え
て

ほ
し

い
。

・
目

標
②

に
つ

い
て

、
継

続
し

て
実

施
す

べ
き

で
あ

る
。

1
3
．

情
報

の
充

実
1
4
．

学
ぶ

・
体

験
す

る
1
5
．

関
連

組
織

・
広

報
あ

づ
み

の
・
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

・
啓

発
チ

ラ
シ

・
リ

ポ
ー

タ
ー

通
信
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
環

境
基

本
計

画
事

業
】

Ｎ
ｏ

．
3

悪
臭

防
止

法
に

基
づ

く
臭

気
指

数
規

制
の

適
切

な
運

用
を

図
る

。
環

境
基

本
計

画
　

重
点

取
り

組
み

　
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
シ

ー
ト

環
境

課
　

環
境

保
全

係

通
年

年
１

回
以

上
実

施
済

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

広
報

等
を

活
用

し
、

法
律

規
制

内
容

の
周

知
市

民
、

事
業

場
向

け
に

「
臭

気
指

数
規

制
」
を

周
知

す
る

。
通

年
3
回

市
民

向
け

に
は

市
広

報
紙

へ
掲

載
、

事
業

者
へ

は
市

商
工

会
・

工
業

会
を

通
し

て
チ

ラ
シ

を
配

布
し

、
臭

気
指

数
規

制
の

周
知

を
行

っ
た

。

通
年

１
回

/
週

2
0
0
%

臭
気

指
数

規
制

対
象

事
業

場
へ

の
改

善
対

策
指

導
臭

気
低

減
対

策
計

画
の

進
捗

確
認

と
臭

気
指

数
規

制
に

基
づ

く
規

制
基

準
超

過
事

業
者

ゼ
ロ

に
す

る
。

通
年

1
事

業
場

悪
臭

防
止

法
に

基
づ

く
臭

気
指

数
規

制
対

策
事

業
場

に
対

し
、

改
善

指
示

を
行

う
と

と
も

に
、

毎
年

の
臭

気
指

数
測

定
調

査
を

１
事

業
場

、
３

回
（
１

回
/
月

）
実

施
し

た
。

通
年

臭
気

指
数

基
準

超
過

事
業

場
　

０
事

業
場

0
%

公
害

監
視

員
に

よ
る

巡
回

・
監

視
・
悪

臭
対

象
事

業
場

の
臭

気
状

況
を

把
握

す
る

た
め

、
巡

回
・
監

視
。

通
年

週
2
回

（
6
1
日

）
公

害
監

視
員

か
ら

提
出

さ
れ

た
巡

回
月

報
報

告
書

に
よ

り
、

臭
気

発
生

状
況

、
発

生
事

業
場

（
原

因
）
が

把
握

し
、

該
当

事
業

場
へ

の
指

導
を

実
施

。
ま

た
、

地
域

内
の

対
策

協
議

会
で

巡
回

内
容

を
報

告
し

た
。

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況
審

議
会

の
評

価

成
果

課
題

無
商

工
会

、
工

業
会

を
通

し
て

、
直

接
事

業
場

に
法

規
制

の
周

知
が

出
来

た
。

悪
臭

へ
の

苦
情

が
出

な
い

よ
う

、
取

り
組

ん
で

い
く

。
A

A
法

規
制

後
、

市
民

・
事

業
者

全
般

に
対

し
規

制
制

度
の

周
知

を
行

っ
た

。

‐

無
環

境
課

・
農

政
課

が
連

携
し

、
畜

産
農

家
の

状
況

確
認

、
改

善
指

導
を

行
っ

て
い

く
。

E
E

臭
気

指
数

超
過

事
業

場
に

対
し

、
臭

気
測

定
値

・
改

善
を

伝
え

る
。

超
過

事
業

場
数

の
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。

無
施

設
内

に
お

け
る

悪
臭

発
生

場
所

（
位

置
）
が

確
認

で
き

た
こ

と
で

、
改

善
箇

所
を

農
家

に
伝

え
る

こ
と

が
出

来
た

。
A

A

公
害

監
視

員
が

農
家

巡
回

す
る

こ
と

で
、

該
当

農
家

の
発

生
場

所
（
位

置
）

の
確

認
が

で
き

、
詳

細
な

指
摘

が
出

来
る

よ
う

に
な

っ
た

。

‐

環
境

審
議

会
意

見
・
目

標
②

の
改

善
対

策
の

指
導

方
法

は
、

改
善

指
示

で
は

な
く

改
善

を
促

す
に

改
め

た
方

が
よ

い
。

1
3
．

情
報

の
充

実
1
4
．

学
ぶ

・
体

験
す

る
1
5
．

関
連

組
織
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

③
③

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

③
③

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

環
境

審
議

会
意

見

・
空

家
数

の
多

い
明

科
地

域
な

ど
に

、
講

演
会

を
含

め
市

の
出

前
講

座
や

出
張

空
家

相
談

会
に

よ
る

積
極

的
な

普
及

啓
発

活
動

を
お

願
い

し
た

い
。

・
多

様
な

人
材

で
構

成
さ

れ
る

団
体

組
織

な
ど

、
産

・
官

・
学

、
民

と
の

連
携

に
よ

り
、

お
互

い
の

利
益

と
な

る
よ

う
な

取
り

組
み

を
進

め
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

1
3
．

情
報

の
充

実
1
4
．

学
ぶ

・
体

験
す

る
1
5
．

関
連

組
織

・
広

報
あ

づ
み

の
・
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

・
空

き
家

バ
ン

ク
・
空

家
相

談
会

、
講

演
会

・
安

曇
野

暮
ら

し
支

援
協

議
会

無
管

理
不

全
空

家
の

減
少

と
苦

情
要

因
の

早
期

解
消

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

所
有

者
等

へ
適

正
管

理
の

ア
ド

バ
イ

ス
と

と
も

に
指

導
を

行
う

。
影

響
が

大
き

い
管

理
不

全
空

家
は

特
定

空
家

に
認

定
を

進
め

る
こ

と
で

、
解

決
困

難
な

も
の

は
行

政
措

置
を

検
討

す
る

。
A

A

管
理

不
全

空
家

の
苦

情
件

数
は

1
0
0
件

を
超

え
て

お
り

、
市

の
空

家
対

策
が

認
知

さ
れ

て
き

た
。

特
定

空
家

の
解

体
や

苦
情

要
因

の
解

消
が

図
ら

れ
た

。

特
定

空
家

（
８

件
）
の

早
期

解
決

に
向

け
た

所
有

者
等

と
の

交
渉

、
支

援

無

空
家

対
策

に
必

要
な

予
防

保
全

と
、

空
家

の
利

活
用

、
適

正
管

理
に

つ
い

て
、

今
後

も
継

続
し

て
普

及
啓

発
活

動
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

啓
発

活
動

を
効

果
的

に
展

開
す

る
た

め
、

各
地

域
や

社
会

福
祉

協
議

会
主

催
の

イ
ベ

ン
ト

な
ど

の
機

会
を

活
か

し
て

い
く

。

A
A

豊
科

と
三

郷
地

域
で

、
講

演
会

及
び

相
談

会
を

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
講

演
会

後
の

個
別

相
談

会
で

は
、

地
域

外
や

市
外

か
ら

も
相

談
に

訪
れ

た
。

コ
ロ

ナ
渦

に
お

け
る

普
及

啓
発

活
動

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
開

催
手

法
や

内
容

を
見

直
し

、
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

方
法

で
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。

無
国

の
空

き
家

対
策

総
合

支
援

事
業

の
活

用
や

空
家

特
措

法
の

動
向

に
注

視
し

、
引

き
続

き
補

助
金

の
利

活
用

促
進

の
た

め
、

幅
広

く
Ｐ

Ｒ
を

行
う

。
A

A

補
助

金
が

活
用

さ
れ

、
空

家
解

体
に

よ
る

環
境

保
全

や
利

活
用

に
よ

る
賃

貸
住

宅
の

市
場

流
通

、
移

住
に

よ
る

空
家

活
用

が
促

進
さ

れ
た

。

解
体

補
助

が
補

助
金

全
体

の
8
3
％

を
占

め
て

い
る

た
め

、
利

活
用

を
促

進
し

、
空

き
家

バ
ン

ク
の

活
性

化
と

物
件

数
の

充
実

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況
審

議
会

の
評

価

成
果

課
題

2
/
1
0

特
定

空
家

の
認

定
（
１

件
以

上
）

実
施

済
(3

0
0
%
)

空
家

相
談

会
・
講

演
会

の
開

催
・
建

築
士

及
び

司
法

書
士

に
よ

る
空

家
相

談
会

・
講

演
会

を
実

施
し

、
市

民
等

に
周

知
を

図
る

。
通

年
２

回
空

家
予

防
啓

発
講

演
会

と
合

わ
せ

、
同

日
に

相
談

会
を

開
催

。
講

師

（
司

法
書

士
：
予

防
啓

発
・
建

築
士

：
利

活
用

）
「
講

演
会

参
加

者
」
　

豊
科

3
7
名

、
三

郷
1
9
名

「
相

談
会

参
加

者
」
　

豊
科

９
名

、
三

郷
４

名

8
/
2
9

1
1
/
2
9

年
２

回
以

上
実

施
済

(1
0
0
%
)

立
ち

入
り

調
査

に
基

づ
く

適
切

な
指

導
・
管

理
不

十
分

空
家

等
へ

の
指

導
及

び
特

定
空

家
の

除
去

通
年

３
件

管
理

不
全

空
家

に
対

す
る

現
地

確
認

、
適

正
管

理
指

導
特

定
空

家
等

の
解

体
　

７
件

（
内

補
助

金
活

用
　

２
件

）
特

定
空

家
認

定
３

件
協

議
会

審
査

（
豊

科
１

件
、

明
科

２
件

）

6
月

～
３

月
補

助
金

交
付

2
8
件

1
3
6
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

空
家

対
策

補
助

金
の

交
付

に
よ

る
利

活
用

の
促

進
・
市

広
報

紙
等

を
活

用
し

、
空

家
対

策
補

助
金

の
活

用
率

を
上

げ
る

。
通

年
３

８
件

本
年

、
６

月
か

ら
空

家
対

策
補

助
金

を
施

行
。

所
有

者
向

け
、

購
入

者
（
移

住
）
向

け
の

計
４

メ
ニ

ュ
ー

の
申

請
を

受
付

。

・
片

付
け

清
掃

補
助

　
8
件

　
・
貸

家
リ

フ
ォ

ー
ム

補
助

　
３

件
・
空

家
解

体
補

助
　

 2
5
件

　
・
移

住
リ

フ
ォ

ー
ム

補
助

　
２

件

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
環

境
基

本
計

画
事

業
】

Ｎ
ｏ

．
4

管
理

不
十

分
な

空
家

な
ど

へ
の

指
導

を
す

る
。

環
境

基
本

計
画

　
重

点
取

り
組

み
　

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

シ
ー

ト

環
境

課
　

空
家

対
策

室
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
環

境
基

本
計

画
事

業
】

Ｎ
ｏ

．
5

広
報

な
ど

で
分

別
の

徹
底

を
啓

発
す

る
。

環
境

基
本

計
画

　
重

点
取

り
組

み
　

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

シ
ー

ト

廃
棄

物
対

策
課

 廃
棄

物
対

策
担

当

通
年

広
報

紙
、

H
P
、

分
別

ア
プ

リ
の

活
用

実
施

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

広
報

な
ど

で
分

別
の

徹
底

を
啓

発
す

る
・
ご

み
出

し
、

分
別

の
現

状
を

組
成

調
査

等
で

把
握

し
、

ご

み
出

し
、

分
別

の
あ

り
方

に
つ

い
て

再
検

討
を

行
う

。

・
ご

み
処

理
の

状
況

を
公

表
し

、
減

量
化

・
資

源
化

に
つ

な

げ
る

。

通
年

９
回

広
報

紙
（
廃

棄
物

の
野

外
焼

却
の

禁
止

、
食

品
ロ

ス
の

削
減

）
へ

の
掲

載
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（
ご

み
の

捨
て

方
に

つ
い

て
、

衣
類

・
布

類
の

回
収

中
止

と
再

開
等

）
、

分
別

ア
プ

リ
（
衣

類
・
布

類
の

回
収

中
止

と
再

開
）
な

ど
で

周
知

を
行

っ
た

。

通
年

前
年

実
績

※
を

上
回

る
※

参
考

H
3
0
：
1
6
.2

%
、

R
1
：
1
5
.8

%
9
5
%

家
庭

用
生

ご
み

処
理

機
、

コ
ン

ポ
ス

タ
ー

等

の
導

入
の

推
進

購
入

補
助

金
の

交
付

　
　

補
助

率
：
生

ご
み

処
理

機
は

購
入

費
の

２
分

の
１

、
上

限
額

３
万

円
。

生
ご

み
処

理
容

器
は

購
入

費
の

３
分

の
２

、
１

基
に

つ
き

３
千

円
。

通
年

1
3
1
件

処
理

機
6
1
件

（
補

助
額

1
,2

7
8
,0

0
0
円

）
、

処
理

容
器

4
8
件

（
補

助
額

1
2
2
,0

0
0
円

）
、

粉
砕

機
2
2
件

（
補

助
額

2
1
9
,3

0
0
円

）
合

計
1
3
1
件

（
補

助
額

1
,6

1
9
,3

0
0
円

）
が

交
付

決
確

定
と

な
っ

て
い

る
。

通
年

交
付

確
定

件
数

1
0
0
件

/
年

1
3
1
%

家
庭

系
ご

み
の

リ
サ

イ
ク

ル
率

の
向

上
民

間
回

収
の

増
加

に
伴

い
行

政
の

リ
サ

イ
ク

ル

率
は

減
少

傾
向

だ
が

、
「
資

源
物

・
ご

み
出

し
方

の
手

引
き

」
を

基
に

分
別

収
集

と
リ

サ
イ

ク
ル

事

業
を

周
知

し
、

資
源

化
を

推
進

す
る

。

通
年

1
5
.0

%
家

庭
用

資
源

物
・
ご

み
出

し
方

の
手

引
き

に
基

づ
い

て
、

分
別

収
集

や
リ

サ
イ

ク
ル

事
業

を
周

知
。

あ
わ

せ
て

、
ご

み
専

用
フ

リ
ー

ダ
イ

ヤ

ル
及

び
メ

ー
ル

等
の

問
い

合
わ

せ
に

お
い

て
も

説
明

し
、

資
源

化
の

推
進

を
図

る
。

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況
審

議
会

の
評

価

成
果

課
題

無
継

続
し

て
広

報
紙

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

分
別

ア
プ

リ
を

活
用

し
、

分
別

等
の

啓
発

を
行

う
。

A
A

広
報

・
啓

発
は

遅
滞

な
く

実
施

で
き

て
い

る
。

－

無
事

業
所

も
交

付
対

象
で

あ
る

こ
と

を
事

業
者

に
周

知
す

る
必

要
が

あ
る

。
A

A
交

付
確

定
件

数
は

目
標

件
数

を
上

回
っ

た
。

事
業

所
へ

の
補

助
金

交
付

件
数

が
ゼ

ロ
で

あ
る

。

有
民

間
事

業
者

が
店

頭
や

私
有

地
な

ど
で

行
う

資
源

物
回

収
に

お
け

る
収

集
量

が
厳

密
に

把

握
で

き
な

い
た

め
、

本
市

に
お

け
る

リ
サ

イ
ク

ル
率

の
把

握
が

難
し

い
が

、
資

源
物

が
出

し
や

す
い

環
境

を
整

え
、

官
民

一
体

と
な

っ
た

資
源

回
収

が
進

む
よ

う
取

り
組

み
を

進
め

る
。

A
A

市
民

に
分

別
収

集
と

リ
サ

イ
ク

ル
事

業
を

周
知

し
た

。

資
源

化
で

き
る

も
の

は
ご

み
と

し
て

出
さ

な
い

よ
う

さ
ら

に
周

知
す

る
必

要
が

あ
る

。

環
境

審
議

会
意

見

・
目

標
③

の
リ

サ
イ

ク
ル

率
は

把
握

が
困

難
だ

ろ
う

が
、

実
態

調
査

の
結

果
等

は
お

持
ち

な

の
で

、
何

ら
か

の
数

値
を

参
考

に
し

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

・
目

標
③

に
つ

い
て

、
民

間
事

業
者

の
情

報
を

全
体

に
反

映
で

き
る

仕
組

み
を

検
討

し
て

ほ
し

い
。

・
数

値
も

大
事

だ
が

、
市

民
に

周
知

啓
発

す
る

こ
と

の
方

が
大

切
。

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
な

ど
、

話
題

を
呼

ぶ
よ

う
な

こ
と

を
行

う
の

も
よ

い
か

も
し

れ
な

い
。

1
3
．

情
報

の
充

実
1
4
．

学
ぶ

・
体

験
す

る
1
5
．

関
連

組
織

・
広

報
あ

づ
み

の
・
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

・
資

源
物

・
ご

み
分

別
収

集
ア

プ
リ

－
－
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

③
③

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

③
③

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
環

境
基

本
計

画
事

業
】

Ｎ
ｏ

．
6

事
業

者
に

対
し

ご
み

の
分

別
、

減
量

化
、

資
源

化
を

指
導

す
る

。
環

境
基

本
計

画
　

重
点

取
り

組
み

　
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
シ

ー
ト

廃
棄

物
対

策
課

 廃
棄

物
対

策
担

当

通
年

7
3
2
ｔ/

年
の

減
1
6
.3

0
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

事
業

系
一

般
廃

棄
物

の
減

量
・
資

源
化

・
分

別
、

減
量

化
、

資
源

化
等

で
ご

み
を

減
ら

し

て
い

け
る

よ
う

対
応

と
協

力
の

お
願

い
。

・
紙

類
、

木
く
ず

は
豊

科
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

に

搬
入

で
き

る
こ

と
を

周
知

す
る

。

通
年

1
1
9
t/

年
の

減
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

「
事

業
系

ご
み

減
量

化
・
適

正
処

理
の

手
引

き
」
を

掲
載

し
、

紙
類

、
木

く
ず

は
豊

科
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

に
搬

入
で

き
る

こ
と

を
周

知
し

た
。

収
集

運
搬

許
可

業
者

等
と

の
会

議
を

開
催

情
報

収
集

及
び

共
有

、
収

集
し

た
ご

み
の

展
開

検
査

等
の

実
施

。
6
・
2
月

1
回

９
月

に
ご

み
質

の
組

成
調

査
を

実
施

し
た

。
９

月
年

１
回

以
上

実
施

済

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況
審

議
会

の
評

価

成
果

課
題

無
ご

み
の

排
出

量
が

多
い

事
業

者
を

訪
問

し
、

ご
み

の
減

量
化

に
む

け
た

取
り

組
み

を
進

め
て

い
く

。
D

D
－

事
業

者
に

対
す

る
周

知
活

動
の

実
施

。

無
食

品
ロ

ス
の

削
減

に
向

け
た

取
り

組
み

の
推

進
。

資
源

化
で

き
る

も
の

は
資

源
に

出
す

こ
と

に
つ

い
て

P
R

を
進

め
る

。
ま

た
、

収
集

業
者

か
ら

現
状

を
聞

き
、

出
さ

れ
た

課
題

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
対

応
し

て
い

く
か

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

A
A

ご
み

質
組

成
分

析
調

査
結

果
で

は
、

燃
え

る
ご

み
の

中
で

厨
芥

類
や

紙
類

が
占

め
る

割
合

が
高

く
な

っ
て

い
る

。

３
月

2
5
日

に
収

集
運

搬
許

可
業

者
と

の
意

見
交

換
会

を
実

施
し

た
。

環
境

審
議

会
意

見
・
特

に
な

し
。

1
3
．

情
報

の
充

実
1
4
．

学
ぶ

・
体

験
す

る
1
5
．

関
連

組
織

・
広

報
あ

づ
み

の
・
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

－
・
安

曇
野

市
商

工
会

・
安

曇
野

市
清

掃
事

業
協

同
組

合
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
環

境
基

本
計

画
事

業
】

Ｎ
ｏ

．
7

分
別

方
法

を
分

か
り

や
す

く
説

明
す

る
。

環
境

基
本

計
画

　
重

点
取

り
組

み
　

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

シ
ー

ト

廃
棄

物
対

策
課

 廃
棄

物
対

策
担

当

通
年

利
用

者
数

2
,0

0
0
件

/
年

1
3
6
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

ご
み

分
別

ア
プ

リ
の

普
及

促
進

と
情

報
の

配
信

ご
み

分
別

促
進

ア
プ

リ
の

維
持

管
理

、
情

報

発
信

、
利

用
者

数
の

把
握

。
通

年
2
,7

1
9

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
の

影
響

に
伴

い
、

衣
類

・
布

類
の

回
収

休
止

、
一

斉
清

掃
日

の
日

程
変

更
等

の
お

知
ら

せ
の

通
知

を
発

信
し

た
。

（
R

3
.３

月
末

利
用

件
数

）

環
境

フ
ェ

ア
等

に
お

け
る

展
示

と
出

前
講

座

の
開

催
環

境
フ

ェ
ア

に
お

け
る

展
示

、
出

前
講

座
に

お
い

て
、

リ
デ

ュ
ー

ス
・
リ

ユ
ー

ス
・
リ

サ
イ

ク
ル

の
３

R
に

つ
い

て
周

知
を

図
る

。
1
0
月

0
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
為

、
環

境
フ

ェ
ア

が
中

止
と

な
っ

た
。

ま
た

、
出

前
講

座
に

つ
い

て
も

依
頼

な
し

。
1
0
月

年
１

回
以

上
の

開
催

0
%

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況
審

議
会

の
評

価

成
果

課
題

無
継

続
し

て
ア

プ
リ

の
周

知
と

利
用

の
促

進
を

進
め

る
。

ま
た

、
広

報
あ

づ
み

の
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
活

用
し

た
広

報
活

動
を

実
施

し
て

い
く

。
A

A
利

用
者

数
も

微
増

で
は

あ
る

が
伸

び
て

き
て

い
る

。

情
報

発
信

を
進

め
る

と
と

も
に

、
利

用
者

数
の

増
を

進
め

る
。

無
環

境
フ

ェ
ア

に
つ

い
て

は
開

催
に

向
け

た
準

備
を

進
め

て
い

く
。

ま
た

、
出

前
講

座
に

つ
い

て
は

、
小

学
４

年
生

が
行

う
穂

高
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
へ

の
見

学
・
学

習
に

合
わ

せ
て

、
ご

み
の

減
量

化
に

つ
い

て
環

境
学

習
の

推
進

に
取

り
組

む
。

E
E

な
し

な
し

環
境

審
議

会
意

見

・
目

標
②

に
つ

い
て

、
工

業
会

等
へ

の
働

き
か

け
な

ど
、

受
け

身
で

な
く

攻
め

の
取

り
組

み
を

お
願

い
し

た
い

。
講

座
受

講
の

見
通

し
が

立
た

な
い

の
で

あ
れ

ば
、

広
報

で
の

周
知

、
啓

発
に

切
り

替
え

て
い

く
こ

と
も

検
討

し
て

ほ
し

い
。

・
子

ど
も

向
け

の
イ

ベ
ン

ト
、

学
校

へ
の

出
前

講
座

、
処

理
施

設
見

学
者

へ
の

講
座

の
ア

ピ
ー

ル
な

ど
を

行
っ

て
は

ど
う

か
。

1
3
．

情
報

の
充

実
1
4
．

学
ぶ

・
体

験
す

る
1
5
．

関
連

組
織

・
広

報
あ

づ
み

の
・
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

・
資

源
物

・
ご

み
分

別
収

集
ア

プ
リ

－
－
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

②
②

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

③
③

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

②
②

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

③
③

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
環

境
基

本
計

画
事

業
】

Ｎ
ｏ

．
8

安
曇

野
市

地
球

温
暖

化
防

止
実

行
計

画
に

基
づ

き
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
配

慮
し

た
行

動
を

行
う

。
環

境
基

本
計

画
　

重
点

取
り

組
み

　
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
シ

ー
ト

環
境

課
　

環
境

政
策

係

8
/
2
0

8
/
2
0
,2

1
9
/
1
-
1
8

1
2
/
2
1

環
境

活
動

レ
ポ

ー
ト

の
作

成
-

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

エ
コ

ア
ク

シ
ョ

ン
2
1
年

度
末

評
価

及
び

中
間

評
価

取
組

結
果

の
と

り
ま

と
め

及
び

公
表

内
部

監
査

実
施

職
員

研
修

中
間

評
価

７
月

８
月

９
月

1
1
月

実
施

済
環

境
活

動
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
公

表
内

部
監

査
の

実
施

職
員

研
修

中
間

評
価

の
実

施

７
月

８
月

３
月

計
画

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
改

定
-

エ
コ

ア
ク

シ
ョ

ン
2
1
対

象
施

設
以

外
の

取
り

組
み

推
進

中
小

規
模

事
業

者
省

エ
ネ

診
断

事
業

(長
野

県
)等

の
受

診
を

勧
奨

８
月

実
施

済
受

診
２

施
設

安
曇

野
し

ゃ
く

な
げ

の
湯

、
ほ

り
で

ー
ゆ

～
四

季
の

郷
結

果
報

告
会

1
0
/
2
6

２
/
2
5

省
エ

ネ
診

断
等

受
診

１
施

設
-

地
球

温
暖

化
防

止
実

行
計

画
及

び
エ

コ
ア

ク
シ

ョ

ン
2
1
環

境
経

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
改

定
安

曇
野

市
地

球
温

暖
化

防
止

実
行

計
画

及
び

エ
コ

ア
ク

シ
ョ

ン
2
1
環

境
経

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
改

定
３

月
実

施
済

素
案

の
作

成
エ

コ
ア

ク
シ

ョ
ン

2
1
環

境
責

任
者

等
へ

の
意

見
照

会
策

定
・
公

表

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況
審

議
会

の
評

価

成
果

課
題

無
指

摘
事

項
や

優
良

事
項

を
職

員
間

で
情

報
共

有
し

、
全

体
的

な
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

図
っ

て
い

く
。

A
A

内
部

監
査

、
職

員
研

修
の

実
施

に
よ

り
、

職
員

の
環

境
意

識
向

上
と

環
境

活
動

レ
ポ

ー
ト

の
認

知
度

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

内
部

監
査

等
で

の
指

摘
事

項
や

優
良

事
項

の
水

平
展

開

無
受

診
施

設
の

管
理

者
や

所
管

課
の

意
見

な
ど

を
踏

ま
え

、
他

施
設

へ
の

展
開

を
検

討
し

て
い

く
。

A
A

指
定

管
理

施
設

の
中

で
も

、
比

較
的

稼
働

時
間

が
長

く
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

の
多

い
２

施
設

で
受

診

受
診

後
の

効
果

の
検

証
と

他
施

設
へ

の
展

開

無
計

画
等

の
実

効
性

を
高

め
る

た
め

、
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

進
行

管
理

を
適

切
に

行
っ

て
い

く
。

A
A

計
画

案
に

環
境

責
任

者
等

に
意

見
を

求
め

る
こ

と
で

、
業

務
と

温
暖

化
と

の
関

係
を

再
認

識
す

る
機

会
と

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

実
行

計
画

の
推

進
と

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

く
エ

コ
ア

ク
シ

ョ
ン

2
1
の

運
用

環
境

審
議

会
意

見
・
更

な
る

見
え

る
化

の
取

り
組

み
を

進
め

て
ほ

し
い

。

1
3
．

情
報

の
充

実
1
4
．

学
ぶ

・
体

験
す

る
1
5
．

関
連

組
織

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
対

象
外

エ
コ

ア
ク

シ
ョ

ン
2
1
中

央
事

務
局

・
地

域
事

務
局
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
環

境
基

本
計

画
事

業
】

Ｎ
ｏ

．
9

地
球

温
暖

化
防

止
の

取
り

組
み

の
「
見

え
る

化
」
を

促
進

す
る

。
環

境
基

本
計

画
　

重
点

取
り

組
み

　
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
シ

ー
ト

環
境

課
　

環
境

政
策

係

1
2
/
2
3

新
規

登
録

者
　

1
0
世

帯
9
0
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

環
境

家
計

簿
モ

ニ
タ

ー
の

募
集

広
報

紙
、

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
な

ど
で

の
募

集
案

内
1
2
月

・
翌

１
月

9
世

帯
広

報
紙

、
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

前
年

結
果

報
告

、
募

集
案

内

-
講

演
会

の
開

催
-

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

の
集

計
・
半

年
ご

と
の

記
録

票
の

収
集

・
結

果
の

ま
と

め
及

び
広

報
紙

、
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

掲
載

、
モ

ニ
タ

ー
へ

の
お

知
ら

せ

７
月

・
翌

１
月

6
3
世

帯
「
C

O
2
削

減
コ

ン
テ

ス
ト

」
と

の
統

合
返

信
用

封
筒

を
用

い
て

の
記

録
票

(前
期

)の
回

収
翌

年
協

力
依

頼
と

あ
わ

せ
て

の
記

録
票

(後
期

)の
回

収

６
月

7
月

１
月

回
収

数
　

7
0
世

帯
9
0
%

事
業

者
向

け
省

エ
ネ

対
策

の
推

進
対

策
制

度
等

の
紹

介
７

月
未

実
施

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

を
考

慮
し

中
止

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況
審

議
会

の
評

価

成
果

課
題

無
広

報
紙

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
広

く
活

用
し

、
協

力
者

の
増

加
と

市
民

意
識

の
向

上
を

図
っ

て
い

く
。

A
A

冬
期

の
暖

房
利

用
に

よ
り

、
省

エ
ネ

や
家

計
へ

の
意

識
が

高
ま

る
時

期
に

あ
わ

せ
、

広
報

を
行

っ
た

。

登
録

世
帯

増

無
「
C

O
2
削

減
コ

ン
テ

ス
ト

」
と

の
統

合
に

よ
る

協
力

者
の

増
加

と
、

「
な

が
の

電
子

申
請

サ
ー

ビ
ス

」
の

利
用

拡
大

に
よ

る
事

業
実

施
に

伴
う

C
O

2
排

出
量

の
削

減
を

目
指

し
て

い
く

。
A

A

「
C

O
2
削

減
コ

ン
テ

ス
ト

」
と

の
統

合
に

よ
り

、
昨

年
度

よ
り

は
多

く
の

登
録

者
か

ら
報

告
し

て
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

た
。

回
収

率
の

向
上

と
事

業
実

施
に

伴
う

C
O

2
排

出
量

の
削

減

無
３

密
の

回
避

や
、

予
算

、
事

業
執

行
に

伴
う

C
O

2
排

出
量

の
削

減
の

た
め

、
参

集
に

よ
ら

な
い

啓
発

手
法

を
検

討
し

て
い

く
（
広

い
会

場
、

広
報

・
展

示
、

オ
ン

ラ
イ

ン
な

ど
）
。

E
E

事
業

者
向

け
に

限
定

し
た

も
の

で
は

な
い

が
、

「
気

候
変

動
と

生
物

多
様

性
」

に
関

す
る

パ
ネ

ル
展

を
実

施

参
集

に
よ

ら
な

い
啓

発
手

法

環
境

審
議

会
意

見

・
オ

ン
ラ

イ
ン

、
集

合
研

修
を

内
容

に
よ

っ
て

使
い

分
け

、
最

適
な

方
法

で
実

施
し

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

・
行

政
内

で
オ

ン
ラ

イ
ン

化
に

温
度

差
が

あ
る

の
で

、
積

極
的

な
取

り
組

み
を

お
願

い
し

た
い

。

1
3
．

情
報

の
充

実
1
4
．

学
ぶ

・
体

験
す

る
1
5
．

関
連

組
織

広
報

あ
づ

み
の

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ

環
境

家
計

簿
事

業
者

向
け

環
境

講
座

安
曇

野
環

境
フ

ェ
ア

長
野

県
産

業
環

境
保

全
協

会
安

曇
野

工
業

会
安

曇
野

地
球

温
暖

化
協

議
会
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
環

境
基

本
計

画
事

業
】

Ｎ
ｏ

．
1

0
公

共
施

設
を

建
設

す
る

際
に

省
エ

ネ
機

器
・
設

備
を

率
先

導
入

す
る

。
環

境
基

本
計

画
　

重
点

取
り

組
み

　
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
シ

ー
ト

財
産

管
理

課
 施

設
経

営
担

当

照
明

の
L
E
D

化
(1

0
0
%
）

1
0
0
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

高
効

率
照

明
器

具
の

採
用

新
築

・
改

修
物

件
で

L
E
D

照
明

の
採

用
通

年
４

件
設

計
に

お
い

て
、

L
E
D

照
明

を
採

用
（
公

園
ト

イ
レ

改
築

工
事

、
宿

泊
施

設
照

明
改

修
工

事
　

学
習

セ
ン

タ
ー

非
常

灯
設

備
更

新
工

事
）

断
熱

性
能

の
向

上
(新

築
1
0
0
％

）
1
0
0
%

省
エ

ネ
設

備
の

導
入

新
築

・
改

修
物

件
で

省
エ

ネ
設

備
の

採
用

通
年

４
件

設
計

に
お

い
て

節
水

型
便

器
を

採
用

（
公

園
ト

イ
レ

改
築

工
事

、
学

校
便

所
改

修
工

事
）

設
計

に
お

い
て

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

式
E
H

P
エ

ア
コ

ン
を

採
用

（
福

祉
セ

ン
タ

ー
エ

ア
コ

ン
更

新
工

事
）

ト
イ

レ
機

器
・
冷

暖
房

機
器

(1
0
0
％

）
1
0
0
%

冷
暖

房
負

荷
の

低
減

断
熱

性
能

の
高

い
建

材
・
建

具
等

で
の

熱
負

荷
の

低
減

通
年

２
件

設
計

に
お

い
て

高
断

熱
の

建
材

を
採

用
（
公

園
ト

イ
レ

改
築

工
事

）

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況
審

議
会

の
評

価

成
果

課
題

無
設

備
投

資
費

と
節

電
の

バ
ラ

ン
ス

を
意

識
す

る
。

使
用

状
況

に
応

じ
た

器
具

の
選

定
A

A
全

て
の

設
計

で
L
E
D

照
明

器
具

を
採

用
し

た
。

特
に

な
し

。

設
備

投
資

費
と

節
水

・
節

電
の

バ
ラ

ン
ス

を
意

識
す

る
。

熱
負

荷
計

算
で

空
調

機
器

能
力

の
選

定
A

A
全

て
の

設
計

で
省

エ
ネ

設
備

を
採

用
し

た
。

特
に

な
し

。

環
境

審
議

会
意

見

・
省

エ
ネ

の
取

り
組

み
の

市
民

へ
の

見
え

る
化

の
た

め
、

「
省

エ
ネ

認
証

シ
ー

ル
」
の

よ
う

な
も

の
を

作
っ

て
、

省
エ

ネ
改

修
の

済
ん

だ
公

共
施

設
の

入
り

口
に

貼
る

な
ど

し
て

は
ど

う
か

。
・
予

算
が

限
ら

れ
て

い
る

こ
と

は
承

知
し

て
い

る
の

で
、

優
先

順
位

を
し

っ
か

り
と

決
め

て
、

で
き

る
所

、
や

る
べ

き
所

に
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

っ
て

実
施

し
て

い
っ

て
ほ

し
い

。

1
3
．

情
報

の
充

実
1
4
．

学
ぶ

・
体

験
す

る
1
5
．

関
連

組
織

竣
工

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

作
成

支
援

施
設

見
学

の
受

入
支

援
対

象
外

無
設

備
投

資
費

と
空

調
費

削
減

の
バ

ラ
ン

ス
を

意
識

す
る

。
A

A
全

て
の

設
計

で
高

断
熱

性
能

の
建

材
を

採
用

し
た

。

特
に

な
し

。

無
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
環

境
基

本
計

画
事

業
】

Ｎ
ｏ

．
1

1
緑

の
カ

ー
テ

ン
の

導
入

を
推

進
す

る
。

環
境

基
本

計
画

　
重

点
取

り
組

み
　

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

シ
ー

ト

環
境

課
　

環
境

政
策

係

-
年

１
回

-

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

緑
の

カ
ー

テ
ン

講
座

の
実

施
地

球
温

暖
化

及
び

緑
の

カ
ー

テ
ン

に
関

す
る

講
座

の
開

催
５

月
未

実
施

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

に
よ

り
中

止

1
2
月

～
１

月
年

１
回

-

市
施

設
に

お
け

る
緑

の
カ

ー
テ

ン
の

実
施

苗
の

配
布

に
よ

る
取

組
推

進
苗

の
育

成
に

関
す

る
助

言
通

年
4
0
施

設
庁

内
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

及
び

苗
配

布
に

よ
り

勧
奨

育
て

方
資

料
の

配
布

4
～

6
月

3
5
施

設
1
1
4
%

緑
の

カ
ー

テ
ン

写
真

展
の

実
施

環
境

フ
ェ

ア
で

の
緑

の
カ

ー
テ

ン
写

真
展

の
開

催
1
0
月

実
施

済
広

報
紙

、
ﾎ

ｰ
ﾑ

ﾍ
ﾟｰ

ｼ
ﾞへ

の
掲

載
、

チ
ラ

シ
配

布
に

よ
る

募
集

環
境

ﾌ
ｪｱ

中
止

の
た

め
、

本
庁

舎
ﾛ
ﾋ
ﾞｰ

ほ
か

１
か

所
で

開
催

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況
審

議
会

の
評

価

成
果

課
題

無
広

報
紙

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
広

く
活

用
し

、
効

果
と

講
座

開
催

を
周

知
し

て
い

く
。

C
C

- 参
加

者
の

確
保

と
次

年
度

に
向

け
た

３
密

回
避

で
の

実
施

手
法

無
市

民
へ

の
啓

発
と

い
う

意
味

も
含

め
、

市
民

利
用

が
多

い
、

窓
が

大
き

い
、

E
A

2
1
対

象
等

の
条

件
に

合
致

す
る

施
設

を
優

先
し

て
勧

奨
し

て
い

く
。

A
A

実
施

4
0
施

設
（
前

年
度

比
+
5
）

実
施

施
設

増

無
上

記
（
①

②
）
に

よ
り

、
参

加
者

・
実

施
施

設
増

と
あ

わ
せ

、
応

募
者

増
を

目
指

す
。

A
A

C
O

O
L
C

H
O

IC
E
啓

発
と

あ
わ

せ
実

施
。

応
募

1
7
件

（
前

年
度

比
-
4
）
。

応
募

者
増

環
境

審
議

会
意

見
・
「
緑

の
カ

ー
テ

ン
」
は

良
い

取
り

組
み

だ
と

思
う

。
広

く
一

般
に

実
施

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
継

続
し

た
取

り
組

み
を

お
願

い
し

た
い

。

1
3
．

情
報

の
充

実
1
4
．

学
ぶ

・
体

験
す

る
1
5
．

関
連

組
織

広
報

あ
づ

み
の

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
安

曇
野

エ
コ

プ
ラ

ン
.n

e
t

緑
の

カ
ー

テ
ン

講
座

安
曇

野
環

境
フ

ェ
ア

N
P

O
法

人
 あ

づ
み

野
風

土
舎
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

③
③

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

③
③

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
環

境
基

本
計

画
事

業
】

Ｎ
ｏ

．
1

2
住

宅
用

太
陽

光
発

電
の

効
果

を
検

証
す

る
。

環
境

基
本

計
画

　
重

点
取

り
組

み
　

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

シ
ー

ト

環
境

課
　

環
境

政
策

係

通
年

補
助

金
交

付
1
5
0
件

8
5
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
設

置
へ

の
補

助
1
kw

あ
た

り
2
0
,0

0
0
円

(5
kw

を
上

限
)と

し
た

補
助

金
の

交
付

通
年

交
付

決
定

1
2
8
件

広
報

紙
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

周
知

申
請

受
付

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
普

及
に

資
す

る
制

度
の

検
討

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
普

及
に

資
す

る
制

度
の

設
計

を
行

う
通

年
実

施
済

事
例

調
査

、
内

容
・
予

算
検

討
通

年
制

度
（
案

）
設

計
　

１
案

以
上

-

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況
審

議
会

の
評

価

成
果

課
題

無
②

の
目

標
と

あ
わ

せ
、

制
度

の
改

廃
を

検
討

し
て

い
く

。
B

B
交

付
決

定
1
2
8
件

-

有
長

野
県

の
気

候
危

機
突

破
方

針
な

ど
も

考
慮

し
つ

つ
、

本
市

の
気

候
や

地
理

的
状

況
に

相
応

し
い

制
度

設
計

を
進

め
る

。
C

C

他
の

自
治

体
の

状
況

を
整

理
し

、
特

徴
的

な
取

り
組

み
な

ど
を

ま
と

め
、

今
後

の
助

成
方

針
を

検
討

し
た

。

予
算

の
確

保
に

至
ら

な
か

っ
た

。

環
境

審
議

会
意

見

・
国

や
県

の
省

エ
ネ

に
か

か
る

補
助

、
助

成
な

ど
を

把
握

し
て

、
一

般
に

周
知

し
て

い
っ

て
ほ

し
い

。
・
環

境
関

連
情

報
（
ご

み
、

省
エ

ネ
な

ど
）
を

１
枚

に
ま

と
め

た
チ

ラ
シ

を
作

る
の

も
一

案
だ

と
思

う
。

1
3
．

情
報

の
充

実
1
4
．

学
ぶ

・
体

験
す

る
1
5
．

関
連

組
織

広
報

あ
づ

み
の

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
安

曇
野

環
境

フ
ェ

ア
－
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
各

分
野

に
お

け
る

基
本

計
画

事
業

】

Ｎ
ｏ

．
1

3
薪

の
地

産
地

消
率

向
上

を
推

進
す

る
。

環
境

基
本

計
画

　
重

点
取

り
組

み
　

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

シ
ー

ト

耕
地

林
務

課
　

林
務

担
当

通
年

体
制

整
備

推
進

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会

議
等

の
開

催
３

回
以

上
1
6
6
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

安
曇

野
産

の
薪

供
給

体
制

の
整

備
推

進
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会

議
の

開
催

・
山

林
所

有
者

や
事

業
者

と
の

供
給

を
目

的

と
し

た
交

流
及

び
連

携
体

制
の

検
討

  
・
薪

の
生

産
　

・
研

修
会

等
の

開
催

通
年

５
回

・
里

山
ま

き
の

環
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会

議
の

開
催

　
　

３
回

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
メ

ン
バ

ー
と

山
林

所
有

者
で

山
林

見
学

会
・
交

流
会

１

回
を

実
施

及
び

、
山

林
所

有
者

の
意

向
確

認
１

回
・
里

山
市

に
お

け
る

薪
の

展
示

予
約

販
売

。

薪
ボ

イ
ラ

ー
へ

の
薪

供
給

・
し

ゃ
く
な

げ
の

湯
へ

の
薪

の
提

供
通

年
2
0
5
㎥

・
し

ゃ
く
な

げ
の

湯
へ

の
薪

の
提

供
通

年
薪

の
提

供
量

　
年

間
3
5
0
㎥

5
9
%

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況

成
果

課
題

有
供

給
量

の
減

。
　

薪
の

供
給

は
行

わ
れ

て
い

る
が

、
需

要
に

お
い

て
薪

の
使

用
量

が
減

っ
て

き
て

い
る

。
使

用
者

側
へ

薪
使

用
量

の
拡

大
を

促
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
C

松
枯

れ
材

の
薪

2
0
5
㎥

を
供

給

安
定

供
給

す
る

た
め

の
原

木
確

保
。

薪
の

使
用

量
の

減
。

無
安

曇
野

産
の

薪
供

給
体

制
の

基
盤

と
な

る
、

生
産

フ
ィ

ー
ル

ド
確

保
等

を
山

林
所

有
者

の
意

向
を

踏
ま

え
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
と

の
連

携
体

制
を

構
築

し
、

継
続

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会

議
等

の
開

催
５

回

山
林

所
有

者
（
薪

生
産

ﾌ
ｨｰ

ﾙ
ﾄﾞ

所
有

者
）
の

意
向

を
踏

ま
え

た
活

動
の

展
開

が
課

題
。

環
境

審
議

会
意

見

・
目

標
①

②
に

つ
い

て
、

市
民

に
周

知
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
山

林
所

有
者

が
山

林
を

管
理

す
る

こ
と

に
つ

い
て

認
識

す
る

こ
と

。
山

林
所

有
者

も
含

め
、

取
り

組
み

を
次

世
代

に
繋

げ
て

い
く

こ
と

。
・
目

標
②

に
つ

い
て

、
薪

の
供

給
先

を
新

規
開

拓
す

る
こ

と
。

薪
の

循
環

シ
ス

テ
ム

を
円

滑
に

進
め

る
こ

と
。

推
進

組
織

等
意

見

(主
な

推
進

組
織

の
名

称
：
里

山
再

生
計

画
推

進
協

議
会

)

 山
林

所
有

者
の

課
題

に
ア

プ
ロ

ー
チ

し
な

が
ら

、
薪

を
必

要
と

す
る

市
民

に
還

元
で

き
る

よ
う

な
、

地
域

に
お

け
る

薪
の

循
環

を
生

む
仕

組
み

を
つ

く
り

た
い

。
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

環
境

審
議

会
意

見
・
目

標
①

②
に

つ
い

て
、

継
続

し
て

実
施

し
て

い
く

こ
と

。
山

林
所

有
者

と
の

繋
が

り
を

強
め

る
こ

と
。

推
進

組
織

等
意

見

(主
な

推
進

組
織

の
名

称
：
里

山
再

生
計

画
推

進
協

議
会

)

あ
づ

み
の

里
山

市
だ

け
で

は
な

く
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
販

売
な

ど
安

曇
野

材
が

日
常

的
に

入
手

で
き

る
ル

ー
ト

や
仕

組
み

を
作

り
た

い
。

無
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会

議
、

安
曇

野
材

を
使

用
し

た
住

宅
見

学
会

等
の

開
催

に
よ

り
、

安
曇

野
材

の
利

用
状

況
等

の
情

報
共

有
が

図
ら

れ
た

。
広

く
周

知
を

図
る

た
め

、
今

後
も

継
続

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

A
４

回
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

会
議

、
９

回
の

安
曇

野
材

㏚
冊

子
企

画
会

議
を

開
催

安
曇

野
材

㏚
企

画
及

び
材

の
供

給
・
需

要
情

報
の

共
有

無
第

５
回

里
山

市
が

開
催

さ
れ

、
身

近
に

安
曇

野
材

に
触

れ
る

機
会

と
安

曇
野

材
の

利
用

促
進

が
図

ら
れ

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

防
止

対
策

を
講

じ
な

が
ら

の
開

催
と

な
り

、
事

前
予

約
制

と
し

て
入

場
制

限
を

か
け

る
状

況
と

な
っ

た
。

C
あ

づ
み

の
里

山
市

を
開

催
し

、
1
7
2
人

の
集

客
が

あ
っ

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
防

止
対

策
を

と
り

、
事

前
予

約
に

よ
り

入
場

制
限

実
施

。

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況

成
果

課
題

あ
づ

み
の

里
山

市
の

開
催

・
安

曇
野

材
の

展
示

・
販

売
・
安

曇
野

材
の

P
R

1
0
月

1
7
2
人

あ
づ

み
の

里
山

市
の

開
催

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

完
成

予
防

対
策

に
よ

り
、

事
前

予
約

に
よ

る
入

場
制

限
実

施
・
体

験
型

ブ
ー

ス
の

中

止
）

あ
づ

み
の

里
山

市
実

施
委

員
会

の
開

催
　

　
３

回

1
1
月

参
加

者
数

3
0
0
人

5
7
%

通
年

年
5
回

開
催

2
6
0
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

里
山

木
材

活
用

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

会
議

の
開

催
・
木

材
供

給
調

整
・
安

曇
野

材
㏚

冊
子

企
画

会
議

開
催

・
安

曇
野

材
の

情
報

提
供

通
年

1
3
回

・
里

山
木

材
活

用
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会

議
の

開
催

　
４

回

・
安

曇
野

材
㏚

冊
子

企
画

会
議

の
開

催
　

９
回

・
市

内
住

宅
見

学
会

の
開

催
　

２
回

・
市

内
伐

採
造

林
地

見
学

会
の

開
催

　
１

回

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
各

分
野

に
お

け
る

基
本

計
画

事
業

】

Ｎ
ｏ

．
1

4
里

山
で

生
産

さ
れ

る
間

伐
材

な
ど

「
安

曇
野

材
」
を

活
用

で
き

る
生

産
・
流

通
の

仕
組

み
づ

く
り

を
行

う
。

環
境

基
本

計
画

　
重

点
取

り
組

み
　

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

シ
ー

ト

耕
地

林
務

課
 林

務
担

当
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

環
境

審
議

会
意

見

・
目

標
①

②
に

つ
い

て
、

継
続

し
て

活
動

し
て

欲
し

い
。

・
目

標
②

に
つ

い
て

、
「
さ

と
ぷ

ろ
。

学
校

」
を

卒
業

し
た

人
が

、
さ

ら
に

継
続

し
て

活
躍

で
き

る
場

所
を

確
保

す
る

こ
と

。

推
進

組
織

等
意

見

(主
な

推
進

組
織

の
名

称
：
里

山
再

生
計

画
推

進
協

議
会

)

過
去

の
さ

と
ぷ

ろ
。

学
校

卒
業

生
の

内
、

現
在

里
山

活
動

を
し

て
い

な
い

人
た

ち
へ

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
し

て
は

ど
う

か
。

無
２

回
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

会
議

の
ほ

か
、

「
さ

と
ぷ

ろ
。

学
校

」
の

運
営

会
議

を
６

回
開

催
し

た
。

「
さ

と
ぷ

ろ
。

学
校

」
終

了
後

に
他

の
活

動
団

体
を

紹
介

し
、

ほ
ぼ

全
員

が
体

験
し

、
加

入
す

る
者

も
現

れ
て

い
る

。
今

後
も

継
続

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会

議
２

回
の

開
催

「
さ

と
ぷ

ろ
。

学
校

」
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
や

運
営

方
法

の
検

討

無
第

５
期

の
「
さ

と
ぷ

ろ
。

学
校

」
が

開
催

さ
れ

、
７

人
の

生
徒

が
受

講
し

た
。

コ
ロ

ナ
禍

の
中

、
感

染
防

止
の

対
策

を
徹

底
し

、
基

本
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

柱
に

、
楽

し
く

学
べ

る
講

座
を

企
画

・
運

営
し

、
継

続
し

て
実

施
す

る
。

C
「
さ

と
ぷ

ろ
。

学
校

」
６

講
の

開
催

受
講

生
同

士
の

交
流

方
法

の
検

討

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況

成
果

課
題

「
さ

と
ぷ

ろ
。

学
校

」
の

開
講

「
さ

と
ぷ

ろ
。

学
校

」
の

開
催

特
別

講
座

の
開

催

4
月 ～

1
2
月

６
回

・
3
3
人

・
「
さ

と
ぷ

ろ
。

学
校

」
６

講
開

催
・
年

間
６

回
・
延

べ
受

講
者

数
3
3
人

4
月 ～

1
1
月

年
６

回
　

延
べ

受
講

者
6
0
人

以
上

1
0
0
％

・
5
5
％

通
年

年
３

回
開

催
2
6
7
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

里
山

学
び

の
環

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

会
議

の
開

催
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

運
営

検
討

「
さ

と
ぷ

ろ
。

学
校

」
運

営
会

議
の

開
催

通
年

８
回

・
里

山
学

び
の

環
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会

議
の

開
催

　
２

回

・
「
さ

と
ぷ

ろ
。

学
校

」
運

営
会

議
の

開
催

　
６

回

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
各

分
野

に
お

け
る

基
本

計
画

事
業

】

Ｎ
ｏ

．
1

5
里

山
で

活
動

す
る

た
め

の
技

術
・
知

識
を

身
に

つ
け

る
た

め
の

「
さ

と
ぷ

ろ
。

学
校

」
の

年
間

を
通

じ
た

講
座

運
営

を
す

る
。

環
境

基
本

計
画

　
重

点
取

り
組

み
　

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

シ
ー

ト

耕
地

林
務

課
 林

務
担

当
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
各

分
野

に
お

け
る

基
本

計
画

事
業

】

Ｎ
ｏ

．
1

6
松

枯
れ

対
策

事
業

を
継

続
し

て
行

う
。

環
境

基
本

計
画

　
重

点
取

り
組

み
　

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

シ
ー

ト

耕
地

林
務

課
 林

務
担

当

通
年

処
理

内
の

松
枯

損
木

数
1
,0

0
0
本

/
年

以
下

1
3
8
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

松
枯

損
木

伐
倒

く
ん

蒸
処

理
の

実
施

・
松

枯
損

木
伐

倒
く

ん
蒸

処
理

の
実

施
・
処

理
計

画
区

域
（
三

郷
・
堀

金
）

通
年

7
2
1
本

(7
2
%
)

・
松

枯
損

木
伐

倒
く

ん
蒸

処
理

の
実

施
・
伐

倒
く

ん
蒸

処
理

1
1
月

～
３

月
処

理
区

域
内

松
枯

損
木

1
0
本

/
年

以
下

1
1
1
%

薬
剤

散
布

に
よ

る
防

除
の

実
施

・
薬

剤
散

布
に

よ
る

防
除

・
実

施
計

画
面

積
2
3
h
a/

年
6
月

～
7
月

8
4
3
本

(1
4
1
%
)

・
無

人
ヘ

リ
散

布
　

1
8
ｈ

ａ
実

施
・
有

人
ヘ

リ
散

布
　

5
ｈ

ａ
実

施
6
月

7
月

散
布

内
の

松
枯

損
木

数
6
0
0
本

/
年

以
下

7
1
%

樹
幹

注
入

に
よ

る
予

防
の

実
施

・
樹

幹
注

入
に

よ
る

予
防

・
処

理
区

域
５

h
a

1
1
月

～ 3
月

9
本

(9
0
%
)

・
樹

幹
注

入
に

よ
る

予
防

　
松

1
0
7
本

、
薬

剤
5
7
4
本

・
処

理
区

域
５

h
a

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況

成
果

課
題

無
無

人
ヘ

リ
に

よ
る

薬
剤

散
布

を
令

和
3
年

度
か

ら
廃

止
。

薬
剤

散
布

に
替

わ
る

対
策

と
し

て
令

和
2
年

度
か

ら
樹

幹
注

入
に

よ
り

範
囲

を
限

定
し

て
対

策
を

実
施

。
有

人
ヘ

リ
に

つ
い

て
は

計
画

通
り

実
施

し
て

い
く

。
B

無
人

ヘ
リ

に
よ

る
散

布
を

1
8
h
a、

有
人

ヘ
リ

に
よ

る
散

布
を

５
h
a実

施

守
る

べ
き

松
林

の
範

囲
検

討
。

希
少

動
植

物
へ

の
配

慮
。

無
年

間
処

理
本

数
1
,0

0
0
本

は
下

回
っ

て
い

る
も

の
の

、
そ

の
年

に
よ

り
被

害
量

の
変

動
も

あ
り

、
被

害
を

抑
制

す
る

に
至

っ
て

い
な

い
。

費
用

対
効

果
に

つ
い

て
は

、
松

く
い

虫
被

害
対

策
協

議
会

に
お

い
て

検
証

を
行

っ
て

い
く

。
A

全
体

の
伐

倒
く

ん
蒸

処
理

区
域

内
（
堀

金
・
三

郷
）
の

枯
損

木
の

処
理

守
る

べ
き

松
林

の
範

囲
検

討
。

希
少

動
植

物
へ

の
配

慮
。

環
境

審
議

会
意

見

・
目

標
①

～
③

に
つ

い
て

、
松

く
い

虫
対

策
協

議
会

で
出

さ
れ

て
い

る
意

見
・
報

告
を

環
境

審
議

会
に

提
供

し
て

ほ
し

い
。

・
目

標
②

③
に

つ
い

て
、

薬
剤

空
中

散
布

の
費

用
対

効
果

や
抜

本
的

な
効

果
を

考
慮

し
つ

つ
進

め
て

ほ
し

い
。

中
信

地
区

な
ど

の
他

の
自

治
体

と
連

携
し

て
対

策
を

進
め

て
ほ

し
い

。

推
進

組
織

等
意

見

(主
な

推
進

組
織

の
名

称
：
松

く
い

虫
被

害
対

策
協

議
会

)

市
民

の
間

で
も

、
地

上
散

布
・
空

中
散

布
に

つ
い

て
意

見
が

様
々

出
て

お
り

、
安

曇
野

市
の

樹
幹

注
入

へ
の

切
り

替
え

は
良

い
方

向
で

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

無
樹

幹
注

入
し

た
松

の
枯

損
は

少
な

く
、

注
入

で
き

て
い

な
い

松
の

枯
損

が
進

ん
で

い
る

傾
向

が
あ

る
た

め
、

早
期

に
注

入
が

必
要

。
A

樹
幹

注
入

に
よ

る
予

防

樹
幹

注
入

剤
の

効
果

期
間

の
適

正
管

理
に

よ
る

継
続

的
な

実
施

原
則

、
少

な
い

方
が

良
い

値
で

あ
る

た
め

、

・
上

段
に

、
目

標
に

対
す

る
割

合
（結

果
/目

標
）

・
下

段
に

、
定

量
-2

評
価

の
割

合
（目

標
/結

果
）

を
記

載
し

て
い

ま
す

。

実
施

内
容

に
よ

り
、

区
域

内
の

松
枯

を
各

指
定

数
量

以
下

に
収

め
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

設
定

。
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
各

分
野

に
お

け
る

基
本

計
画

事
業

】

Ｎ
ｏ

．
1

7
農

地
を

計
画

的
に

保
全

し
、

農
業

生
産

と
田

園
景

観
の

基
盤

を
守

る
。

環
境

基
本

計
画

　
重

点
取

り
組

み
　

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

シ
ー

ト

農
政

課
 集

落
支

援
担

当

3
月

下
旬

通
年

認
定

農
業

者
数

2
6
9
人

1
0
1
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

認
定

農
業

者
数

の
確

保
・
育

成
「
人

・
農

地
プ

ラ
ン

」
の

策
定

に
よ

る
担

い
手

の
掘

り
起

こ
し

新
規

就
農

者
の

確
保

2
月

～
3
月

2
7
3

3
月

人
・
農

地
プ

ラ
ン

検
討

会
の

開
催

予
定

。
新

規
就

農
者

等
へ

の
働

き
か

け
を

実
施

。

集
落

営
農

組
織

の
設

立
支

援
集

落
懇

談
会

へ
の

参
加

に
よ

る
支

援
通

年
2
7

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

集
落

懇
談

会
等

見
送

り
-

集
落

営
農

組
織

数
2
7
組

織
1
0
0
%

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況

成
果

課
題

無
集

落
の

意
向

を
確

認
す

る
こ

と
が

重
要

の
た

め
、

人
・
農

地
プ

ラ
ン

の
話

合
い

な
ど

に
参

加
し

支
援

を
し

て
い

く
。

A
懇

談
会

等
は

開
催

し
て

い
な

い
が

、
２

つ
の

集
落

で
窓

口
相

談
に

応
じ

た
。

集
落

営
農

組
織

の
設

立
ま

で
に

は
、

話
し

合
い

や
地

域
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

無
人

農
地

プ
ラ

ン
検

討
会

で
の

掘
り

起
こ

し
、

新
規

就
農

者
へ

の
働

き
か

け
は

有
効

の
た

め
、

引
き

続
き

実
施

し
て

い
く

。
A

新
規

就
農

者
等

か
ら

新
た

な
認

定
農

業
者

8
名

を
確

保
し

た
。

高
齢

化
に

よ
る

辞
退

者
が

い
る

た
め

、
引

き
続

き
新

た
な

農
家

の
確

保
が

必
要

。

環
境

審
議

会
意

見

・
荒

廃
地

を
抑

制
す

る
た

め
、

農
地

取
得

要
件

で
あ

る
下

限
面

積
を

緩
和

し
て

、
農

地
の

取
得

が
可

能
と

な
る

よ
う

に
進

め
る

こ
と

が
必

要
。

・
認

定
農

業
者

へ
農

地
を

集
積

し
、

荒
廃

地
を

解
消

さ
せ

る
に

は
限

界
が

あ
る

と
捉

え
て

い
る

。
農

家
の

高
齢

化
に

よ
り

担
い

手
も

減
少

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
家

庭
菜

園
等

小
規

模
な

生
産

者
も

農
業

生
産

と
田

園
景

観
の

基
盤

を
守

る
担

い
手

と
し

て
考

え
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
思

う
。

推
進

組
織

等
意

見

(主
な

推
進

組
織

の
名

称
：
農

業
・
農

村
振

興
計

画
推

進
委

員
会

)

７
月

開
催

予
定
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

③
③

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

③
③

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
各

分
野

に
お

け
る

基
本

計
画

事
業

】

Ｎ
ｏ

．
1

8
荒

廃
農

地
対

策
を

行
う

。
環

境
基

本
計

画
　

重
点

取
り

組
み

　
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
シ

ー
ト

農
政

課
 集

落
支

援
担

当
/
農

業
委

員
会

通
年

荒
廃

農
地

面
積

4
0
h
a

1
3
2
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

荒
廃

農
地

の
解

消
支

援
・
荒

廃
農

地
の

発
生

・
解

消
状

況
に

関
す

る

調
査

及
び

意
向

調
査

の
実

施

・
荒

廃
農

地
解

消
支

援
金

（
市

単
）
の

活
用

通
年

3
0
.3

h
a(

7
6
%
)

・
荒

廃
農

地
の

発
生

・
解

消
状

況
に

関
す

る
調

査
を

実
施

し
た

。
・
補

助
事

業
の

内
容

に
つ

い
て

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

に
よ

る
周

知
を

実
施

。
・
6
件

補
助

金
交

付
。

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況

成
果

課
題

無
支

援
制

度
の

周
知

等
を

行
い

、
荒

廃
農

地
の

解
消

と
発

生
防

止
に

努
め

る
。

A
荒

廃
農

地
1
.5

h
a解

消
。

荒
廃

農
地

解
消

は
、

資
金

が
か

か
る

こ
と

か
ら

交
付

金
等

が
な

い
と

解
消

が
進

み
に

く
い

。

環
境

審
議

会
意

見

・
耕

作
放

棄
地

を
担

う
公

社
な

ど
団

体
組

織
の

育
成

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。
・
地

域
再

生
法

の
計

画
を

活
用

し
て

、
農

地
取

得
要

件
で

あ
る

下
限

面
積

を
緩

和
し

、
農

地
付

き
空

家
の

取
得

が
可

能
と

な
る

よ
う

計
画

的
に

進
め

て
も

ら
い

た
い

。

推
進

組
織

等
意

見

(主
な

推
進

組
織

の
名

称
：
農

業
・
農

村
振

興
計

画
推

進
委

員
会

)

７
月

開
催

予
定

少
な

い
方

が
良

い
値

で
あ

る
た

め
、

・
上

段
に

、
目

標
に

対
す

る
割

合
（結

果
/目

標
）

・
下

段
に

、
定

量
-2

評
価

の
割

合
（目

標
/結

果
）

を
記

載
し

て
い

ま
す

。
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

②
②

③
③

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

②
②

③
③

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
各

分
野

に
お

け
る

基
本

計
画

事
業

】

Ｎ
ｏ

．
1

9
県

知
事

認
定

の
「
エ

コ
フ

ァ
ー

マ
ー

」
制

度
の

推
進

に
協

力
す

る
。

環
境

基
本

計
画

　
重

点
取

り
組

み
　

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

シ
ー

ト

農
政

課
 生

産
振

興
担

当

－
年

2
回

未
実

施

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

環
境

に
配

慮
し

た
安

全
・
安

心
な

農
業

講
座

の
開

設
直

売
所

生
産

者
や

、
多

面
的

機
能

支
払

交

付
金

事
業

取
組

地
区

の
農

業
者

等
を

対
象

に
、

環
境

に
配

慮
し

た
農

業
に

関
す

る
講

座

を
開

催
す

る
。

1
1
月

～
3

月

0
回

環
境

に
配

慮
し

た
農

業
に

関
す

る
講

座
を

予
定

し
た

が
、

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
開

催
で

き
な

か
っ

た
。

外
食

需
要

の
減

少
に

よ
り

、
市

場
価

格

が
低

落
す

る
状

況
が

あ
り

、
当

市
と

し
て

も
影

響
を

受
け

た
生

産
者

を

支
援

す
る

た
め

の
対

策
が

メ
イ

ン
と

な
っ

た
。

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況

成
果

課
題

無
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、

従
来

の
人

を
集

め
て

講
座

等
を

開
催

す
る

こ
と

が
難

し
い

状
況

で
あ

る
た

め
、

今
後

の
あ

り
か

た
を

検
討

し
た

い
。

C

直
売

所
生

産
者

を
対

象
に

環
境

に
配

慮
し

た
農

業
に

関
す

る
講

座
を

開
催

す
る

予
定

で
あ

っ
た

が
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

、
人

を
集

め
て

開
催

す
る

こ
と

が
難

し
い

状
況

が
あ

る
。

環
境

審
議

会
意

見
・
特

に
な

し
推

進
組

織
等

意
見

(主
な

推
進

組
織

の
名

称
：
農

業
・
農

村
振

興
計

画
推

進
委

員
会

)

７
月

開
催

予
定
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担
当

：
農

政
課

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
担

当
・
学

校
教

育
課

 教
育

指
導

室

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

③
③

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

③
③

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
各

分
野

に
お

け
る

基
本

計
画

事
業

】

Ｎ
ｏ

．
2

0
学

校
に

お
け

る
食

農
教

育
を

推
進

す
る

。
環

境
基

本
計

画
　

重
点

取
り

組
み

　
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
シ

ー
ト

通
年

小
中

学
校

1
6
校

（
年

間
）

1
0
6
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

食
農

教
育

（
教

育
フ

ァ
ー

ム
）
の

推
進

小
中

学
校

で
の

農
業

体
験

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
「
食

」
の

根
本

で
あ

る
農

業
に

関
す

る
知

識
を

身
に

つ
け

、
食

へ
の

感
謝

の
心

を
育

む
食

農
教

育
を

推
進

す
る

。

通
年

1
7
校

学
校

ご
と

に
、

米
作

り
、

野
菜

栽
培

、
調

理
実

習
な

ど
食

と
農

に
関

わ
る

取
り

組
み

が
行

わ
れ

て
い

る
。

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況

成
果

課
題

無
農

業
体

験
を

通
じ

て
、

子
供

た
ち

の
農

や
食

に
対

す
る

興
味

・
関

心
が

深
ま

っ
て

い
る

た
め

、
現

在
の

取
り

組
み

を
維

持
し

て
い

く
。

A

全
て

の
小

中
学

校
で

実
施

し
て

お
り

、
食

と
農

の
大

切
さ

を
知

り
感

謝
の

心
を

育
む

教
育

と
が

実
践

さ
れ

て
い

る
。

コ
ロ

ナ
の

影
響

で
、

収
穫

祭
や

生
産

者
と

の
交

流
の

機
会

が
減

少
。

環
境

審
議

会
意

見
・
栄

養
士

な
ど

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
得

な
が

ら
、

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

食
生

活
改

善
へ

の
取

組
み

も
並

行
し

て
進

め
て

も
ら

い
た

い
。

推
進

組
織

等
意

見

(主
な

推
進

組
織

の
名

称
：
農

業
・
農

村
振

興
計

画
推

進
委

員
会

)

７
月

開
催

予
定
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担
当

：
耕

地
林

務
課

 林
務

担
当

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
各

分
野

に
お

け
る

基
本

計
画

事
業

】

Ｎ
ｏ

．
2

1
鳥

獣
被

害
防

止
計

画
を

策
定

（
見

直
し

）
し

、
実

施
す

る
。

環
境

基
本

計
画

　
重

点
取

り
組

み
　

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

シ
ー

ト

通
年

8
/
2
2

1
1
月

3
月

農
作

物
被

害
金

額
7
,4

8
0
千

円
9
1
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

農
作

物
鳥

獣
害

被
害

対
策

支
援

・
安

曇
野

市
野

生
鳥

獣
被

害
防

止
対

策
補

助
金

の
活

用
・
地

域
に

適
し

た
対

策
の

研
究

通
年

8
,2

2
0
千

円
（
1
0
9
％

）
・
補

助
事

業
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

よ
る

周
知

を
実

施
・
勉

強
会

（
出

前
講

座
）
の

開
催

・
大

規
模

な
サ

ル
の

追
払

い
の

実
施

・
サ

ル
用

大
型

捕
獲

檻
の

導
入

有
害

鳥
獣

捕
獲

推
進

・
狩

猟
免

許
の

取
得

支
援

・
捕

獲
技

術
の

高
度

化
支

援
通

年
捕

獲
数

8
7
頭

・
新

規
狩

猟
者

　
銃

2
名

　
わ

な
1
名

　
に

支
援

・
有

害
獣

駆
除

、
個

体
数

調
整

に
よ

る
シ

カ
8
6
頭

、
イ

ノ
シ

シ
1

頭
の

捕
獲

を
実

施

3
月

末
通

年
大

型
獣

捕
獲

計
画

数
計

1
7
0
頭

5
1
%

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況

成
果

課
題

無
大

型
獣

の
捕

獲
を

引
き

続
き

実
施

し
の

農
林

業
被

害
を

軽
減

し
て

い
く

。
C

農
業

被
害

を
も

た
ら

す
二

ホ
ン

ジ
カ

の
個

体
数

調
整

を
実

施
し

た
。

豚
コ

レ
ラ

に
よ

り
イ

ノ
シ

シ
の

個
体

数
が

減
少

し
て

い
る

。

無
引

き
続

き
、

農
家

個
人

に
よ

る
自

己
対

策
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
地

域
と

連
携

し
た

広
域

対
策

も
検

討
し

て
い

く
。

A
鳥

獣
対

策
の

窓
口

を
統

一
し

た
。

有
害

鳥
獣

対
策

は
、

駆
除

と
防

除
、

複
合

的
な

対
策

が
必

要
で

あ
り

、
根

気
強

く
継

続
実

施
す

る
こ

と
が

必
要

。

環
境

審
議

会
意

見
・
継

続
し

て
実

施
し

て
ほ

し
い

。
推

進
組

織
等

意
見

(主
な

推
進

組
織

の
名

称
：
農

業
・
農

村
振

興
計

画
推

進
委

員
会

)

７
月

開
催

予
定

少
な

い
方

が
良

い
値

で
あ

る
た

め
、

・
上

段
に

、
目

標
に

対
す

る
割

合
（結

果
/目

標
）

・
下

段
に

、
定

量
-2

評
価

の
割

合
（目

標
/結

果
）

を
記

載
し

て
い

ま
す

。
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
各

分
野

に
お

け
る

基
本

計
画

事
業

】

Ｎ
ｏ

．
2

2
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
事

業
の

運
用

・
啓

発
を

図
る

。
環

境
基

本
計

画
　

重
点

取
り

組
み

　
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
シ

ー
ト

耕
地

林
務

課
 耕

地
担

当

5
月

2
7
日

堀
金

広
域

組
織

の
発

足
1
0
0
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

取
組

組
織

の
広

域
化

を
進

め
る

農
業

用
水

路
や

農
道

等
の

草
刈

り
、

泥
上

げ
、

砂
利

道
の

作
業

や
補

修
等

を
支

え
る

組
織

の
広

域
化

を
図

る
。

6
月

堀
金

地
域

広
域

化
堀

金
地

域
の

う
ち

下
堀

、
田

尻
、

中
堀

、
上

堀
、

小
田

多
井

の
5

活
動

組
織

が
広

域
協

定
を

締
結

し
た

。

田
園

風
景

の
保

全
の

た
め

、
取

組
面

積
の

増
加

を
図

る
遊

休
荒

廃
農

地
解

消
の

取
り

組
み

や
、

水
路

や
農

道
敷

の
草

刈
り

作
業

に
よ

り
、

安
曇

野
の

田
園

風
景

の
保

全
を

図
る

。

5
月

～
1
1

月

3
5
6
9
h
a

目
標

値
3
,5

2
0
h
aに

対
し

て
3
,5

6
9
h
aの

実
績

値
と

な
っ

た
。

6
月

事
業

取
組

面
積

　
3
5
2
0
h
a

1
0
1
%

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況

成
果

課
題

無
下

押
野

地
区

の
新

規
取

組
等

に
よ

り
、

面
積

が
増

加
し

た
。

今
後

も
面

積
増

を
図

る
。

A
新

規
地

区
や

既
存

組
織

の
取

組
面

積
拡

大
に

よ
り

取
組

面
積

が
増

加
し

た
。

普
及

啓
発

活
動

を
進

め
、

田
園

風
景

の
保

全
を

は
か

る

無
活

動
組

織
役

員
の

高
齢

化
と

と
も

に
広

域
化

に
よ

る
事

務
軽

減
へ

の
関

心
が

高
ま

っ
て

い
る

。
次

期
（
令

和
6
年

か
ら

）
の

5
年

間
に

向
け

、
広

域
組

織
へ

の
加

入
を

進
め

る
。

A
市

内
5
7
組

織
の

う
ち

堀
金

5
組

織
が

追
加

さ
れ

4
2
組

織
が

広
域

化
し

た
。

活
動

組
織

の
事

務
軽

減
内

容
を

検
討

し
、

事
業

に
取

組
み

や
す

く
す

る
。

環
境

審
議

会
意

見
・
特

に
な

し
推

進
組

織
等

意
見

(主
な

推
進

組
織

の
名

称
：
農

業
・
農

村
振

興
計

画
推

進
委

員
会

)

７
月

開
催

予
定
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

③
③

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

③
③

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
各

分
野

に
お

け
る

基
本

計
画

事
業

】

Ｎ
ｏ

．
2

3
緑

の
恵

み
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

る
講

座
を

開
催

す
る

。
環

境
基

本
計

画
　

重
点

取
り

組
み

　
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
シ

ー
ト

都
市

計
画

課
 公

園
緑

地
係

①
1
1
月

②
1
0
月

③
1
2
月

4
回

・
4
0
人

/
年

7
5
%
・
9
3
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

緑
の

恵
み

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

講
座

開
催

①
花

壇
づ

く
り

講
座

②
栽

培
講

習
会

③
黒

沢
洞

合
自

然
公

園
自

然
観

察
会

④
ハ

ン
ギ

ン
グ

バ
ス

ケ
ッ

ト
づ

く
り

講
座

①
６

月
②

７
月

③
７

月
④

1
1
月

3
回

・
3
7
人

/
年

①
花

壇
づ

く
り

講
座

(コ
ミ

ュ
ニ

テ
イ

ー
ガ

ー
デ

ン
講

座
)

②
秋

の
樹

木
鑑

賞
ツ

ア
ー

③
ハ

ン
ギ

ン
グ

バ
ス

ケ
ッ

ト
づ

く
り

講
座

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況

成
果

課
題

無
講

座
参

加
者

か
ら

の
評

判
も

良
く

、
緑

化
意

識
の

高
揚

に
寄

与
で

き
て

い
る

。
次

年
度

も
各

種
講

座
を

開
催

し
、

さ
ら

な
る

緑
化

意
識

の
高

揚
に

繋
げ

る
。

B

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
、

開
催

時
期

・
参

加
人

数
を

変
更

し
て

の
開

催
と

な
り

、
ま

た
栽

培
講

習
会

は
1
月

に
計

画
し

た
が

中
止

と
し

た
。

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
対

策
に

よ
る

会
場

・
参

加
人

数
等

を
考

慮
し

て
の

開
催

が
必

要
。

環
境

審
議

会
意

見
・
緑

化
の

設
置

場
所

に
よ

っ
て

は
、

見
通

し
が

悪
く

な
る

な
ど

、
交

通
事

故
の

要
因

に
な

る
こ

と
も

あ
る

た
め

、
緑

化
を

推
進

す
る

場
所

に
配

慮
す

る
こ

と
。

推
進

組
織

等
意

見

(主
な

推
進

組
織

の
名

称
：
（
仮

称
）
み

ど
り

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

会
議

)

今
後

設
立

検
討

予
定
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

②
②

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

③
③

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

②
②

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

③
③

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
各

分
野

に
お

け
る

基
本

計
画

事
業

】

Ｎ
ｏ

．
2

4
景

観
条

例
や

屋
外

広
告

物
条

例
の

運
用

・
啓

発
を

行
う

。
環

境
基

本
計

画
　

重
点

取
り

組
み

　
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
シ

ー
ト

建
築

住
宅

課
 建

築
景

観
係

通
年

年
3
回

6
6
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

景
観

づ
く

り
講

座
の

開
催

景
観

条
例

、
屋

外
広

告
物

条
例

の
周

知
に

伴
う

講
座

の
開

催
通

年
2
回

景
観

づ
く

り
に

関
す

る
講

座
を

２
回

開
催

し
た

。

屋
外

広
告

物
定

期
パ

ト
ロ

ー
ル

屋
外

広
告

物
の

定
期

パ
ト

ロ
ー

ル
に

よ
り

、
未

申
請

案
件

の
把

握
と

適
正

な
指

導
を

行
う

。
毎

月
2
回

2
5
回

屋
外

広
告

物
の

定
期

パ
ト

ロ
ー

ル
を

行
い

、
未

申
請

案
件

の
把

握
と

適
正

な
指

導
を

行
っ

た
。

毎
月

2
回

年
2
4
回

1
0
4
%

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況

成
果

課
題

無
-

A
計

画
ど

お
り

パ
ト

ロ
ー

ル
を

実
施

し
、

状
況

把
握

及
び

指
導

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

-

無
景

観
形

成
住

民
協

定
等

の
団

体
に

対
し

て
講

座
の

活
用

を
働

き
か

け
る

。
B

景
観

づ
く

り
に

関
す

る
講

座
を

2
回

開
催

し
た

。
（
景

観
1
回

、
屋

外
広

告
物

1
回

）

-

環
境

審
議

会
意

見
・
特

に
な

し
推

進
組

織
等

意
見

(主
な

推
進

組
織

の
名

称
：
景

観
審

議
会

)

特
に

な
し
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

③
③

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
各

分
野

に
お

け
る

基
本

計
画

事
業

】

Ｎ
ｏ

．
2

5
地

下
水

涵
養

に
資

す
る

手
法

等
の

調
査

・
研

究
・
試

行
を

実
施

す
る

。
環

境
基

本
計

画
　

重
点

取
り

組
み

　
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
シ

ー
ト

環
境

課
 環

境
保

全
係

通
年

参
加

者
延

2
0
0
人

以
上

6
2
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

地
下

水
講

座
等

の
開

催
出

前
授

業
（
児

童
・
生

徒
等

）
・
出

前
講

座
（
区

・
企

業
等

）
及

び
市

民
参

加
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
通

年
1
2
4
人

（
4
回

）
6
/
1
0
　

豊
科

北
小

学
校

出
前

授
業

　
2
9
人

1
1
/
1
4
　

市
民

出
前

講
座

　
1
0
人

1
1
/
2
5
　

市
民

出
前

講
座

　
2
5
人

1
2
/
4
　

環
カ

フ
ェ

発
表

　
豊

科
北

小
学

校
2
7
人

、
参

加
者

3
3
人

人
為

的
な

地
下

水
涵

養
水

資
源

対
策

協
議

会
に

お
け

る
涵

養
施

策
の

検
討

通
年

1
1
4
.4

万
㎥

/
年

人
為

的
な

地
下

水
涵

養
施

策
に

向
け

て
、

他
の

課
と

協
力

し
取

り
組

ん
だ

。
新

規
需

要
米

（
飼

料
）
作

付

面
積

1
0
7
.7

h
a　

※
う

ち
対

象
面

積
（
Ｈ

2
9
以

降
の

面
積

）
7
.7

h
a

面
積

（
7
.7

h
a）

×
涵

養
高

（
0
.0

2
7
5
m

/
日

）
×

水
田

湛
水

日
数

（
9
0
日

）

水
田

機
能

維
持

・
地

方
増

進
推

進
事

業
：
対

象
面

積
7
8
.5

h
a×

涵
養

高
（
0
.2

7
5
ｍ

×
日

）
×

水
田

湛
水

日
数

（
4
4
.1

日
）
=
9
5
.3

万
㎥

通
年

1
2
0
万

㎥
/
年

9
5
%

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況

成
果

課
題

有
引

き
続

き
、

人
為

的
な

地
下

水
涵

養
施

策
を

研
究

、
検

討
し

て
い

く
。

A

目
標

に
は

達
し

な
か

っ
た

が
、

9
5
%
の

達
成

率
と

な
っ

た
。

水
田

機
能

維
持

・
地

方
増

進
推

進
事

業
は

営
農

目
的

に
次

ぐ
副

次
的

効
果

に
よ

る
も

の
。

-

無
出

前
授

業
・
講

座
の

周
知

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

実
施

し
て

い
き

、
新

た
な

手
法

を
検

討
し

て
い

く
。

（
効

果
的

に
周

知
が

で
き

る
場

面
で

の
P

R
な

ど
）

B
コ

ロ
ナ

禍
で

あ
っ

た
が

、
出

来
る

範
囲

で
出

前
授

業
・
講

座
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

-

環
境

審
議

会
意

見
・
継

続
し

て
実

施
し

て
ほ

し
い

。
推

進
組

織
等

意
見

(主
な

推
進

組
織

の
名

称
：
水

資
源

対
策

協
議

会
)

効
果

的
な

人
為

的
涵

養
施

策
の

検
討

を
行

っ
て

欲
し

い
。
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担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

③
③

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

③
③

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
各

分
野

に
お

け
る

基
本

計
画

事
業

】

Ｎ
ｏ

．
2

6
雨

水
貯

留
施

設
の

設
置

に
対

す
る

補
助

を
行

う
。

環
境

基
本

計
画

　
重

点
取

り
組

み
　

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

シ
ー

ト

環
境

課
 環

境
保

全
係

1
2
基

/
年

1
0
8
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
果

（
数

値
）

具
体

的
な

実
施

内
容

期
日

等
目

標
（
数

値
目

標
）

[結
果

/
目

標
]（

%
）

雨
水

貯
留

槽
施

設
設

置
補

助
水

の
節

水
を

目
的

に
、

市
民

向
け

へ
施

設
設

置
補

助
の

周
知

及
び

設
置

数
の

増
を

進
め

る
。

通
年

1
3
基

雨
水

貯
留

槽
施

設
設

置
及

び
補

助
金

の
活

用
を

促
す

た
め

、
市

広
報

紙
、

市
内

資
機

材
店

舖
内

に
P

R
チ

ラ
シ

を
置

い
て

P
R

し
て

い
る

。

※
定

量
-
1
：
実

施
し

た
⇒

Ａ
　

　
実

施
し

な
い

⇒
Ｅ

　
　

計
画

し
た

が
中

止
し

た
⇒

Ｃ

　
 定

量
-
2
：
実

施
数

量
／

目
標

数
量

×
1
0
0
=
　

9
0
～

1
0
0
%
⇒

Ａ
　

6
0
～

8
9
%
⇒

Ｂ
　

3
0
～

5
9
%
⇒

Ｃ
　

1
0
～

2
9
%
⇒

Ｄ
　

0
～

9
%
⇒

Ｅ

　
 定

性
：
良

か
っ

た
⇒

Ａ
　

　
ふ

つ
う

だ
っ

た
⇒

Ｃ
　

　
悪

か
っ

た
⇒

Ｅ

４
．

Ａ
ｃ

ｔｉ
ｏ

ｎ
（
改

善
）

３
．

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
（
点

検
・
評

価
）

変
更

の
必

要
性

結
果

の
検

証
と

次
年

度
へ

の
展

望
な

ど
  

 達
成

※

  
 状

況

成
果

課
題

無
新

し
い

周
知

方
法

を
検

討
し

な
が

ら
、

市
広

報
紙

・
店

頭
チ

ラ
シ

を
進

め
、

利
用

者
へ

周
知

を
し

て
い

き
た

い
。

A
年

度
目

標
基

数
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

現
在

、
市

広
報

紙
、

店
頭

チ
ラ

シ
と

な
っ

て
い

る
、

そ
の

他
新

し
い

周
知

方
法

を
検

討
し

て
い

く
。

環
境

審
議

会
意

見
・
継

続
し

て
実

施
し

て
ほ

し
い

。
推

進
組

織
等

意
見

(主
な

推
進

組
織

の
名

称
：
水

資
源

対
策

協
議

会
)

特
に

な
し



32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担
当

：

目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

③ 目
標

目
標

[評
価

区
分

]
[評

価
区

分
]

①
①

[定
量

-
2
]

[定
量

-
2
]

②
②

[定
量

-
1
]

[定
量

-
1
]

③
③

１
．

Ｐ
ｌａ

ｎ
（
計

画
）

２
．

Ｄ
ｏ

（
実

行
）

【
各

分
野

に
お

け
る

基
本

計
画

事
業

】

Ｎ
ｏ

．
2

7
デ

マ
ン

ド
交

通
「
あ

づ
み

ん
」
、

「
定

時
定

路
線

」
の

運
行

を
行

う
。

環
境

基
本

計
画

　
重

点
取

り
組

み
　

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

シ
ー

ト

政
策

経
営

課
 交

通
政

策
係

通
年

デ
マ

ン
ド

交
通

利
用

者
8
8
,0

0
0
人

/
年

8
6
%

実
施

内
容

具
体

的
な

内
容

予
定

時
期

実
施

結
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５－４ 環境指標達成状況（基本計画Ｐ62-63） 

 環境基本計画で定めた環境指標の達成状況を下表に示します。 

 

基準年 策定年 第1年次 第2年次 第3年次 第4年次 第5年次 目標

(2016年度) (2017年度) (2018年度) (2019年度) (2020年度) (2021年度) (2022年度) (2022年度)

3,800 人/年 4,000 人/年 3,000 人/年 3,500 人/年 0 人/年 4,500 人/年

84.4% 88.9% 66.7% 77.8% 0.0% 100.0%

150 ㎥/年 154 ㎥/年 113 ㎥/年 160 ㎥/年 220 ㎥/年

68.2% 70.0% 51.4% 72.7% 100.0%

105 人/年 283 人/年 352 人/年 101 人/年 33 人/年 150 人/年

70.0% 188.7% 234.7% 67.3% 22.0% 100.0%

267 経営体 273 経営体 281 経営体 283 経営体 273 経営体 270 経営体

98.9% 101.1% 104.1% 104.8% 101.1% 100.0%

27 組織 27 組織 27 組織 27 組織 27 組織 28 組織

96.4% 96.4% 96.4% 96.4% 96.4% 100.0%

51 組織 54 組織 57 組織 56 組織 57 組織 61 組織 注1)

83.6% 88.5% 93.4% 91.8% 93.4% 100.0%

- 1 回/5年 - - 1 回/5年

#VALUE! 100.0% #VALUE! #VALUE! 100.0%

7,790 人/年 7,228 人/年 6,923 人/年 7,194 人/年 3,054 人/年 8,000 人/年

97.4% 90.4% 86.5% 89.9% 38.2% 100.0%

7.9 ㎡/人 7.9 ㎡/人 7.9 ㎡/人 7.9 ㎡/人 7.9 ㎡/人 9.2 ㎡/人 注2)

85.9% 85.9% 85.9% 85.9% 85.9% 100.0%

2 回/年 4 回/年 4 回/年 4 回/年 3 回/年 4 回/年

50.0% 100.0% 100.0% 100.0% 75.0% 100.0%

0 回/年 1 回/年 1 回/年 0 回/年 2 回/年 5 回/年

0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 40.0% 100.0%

99.0% 99.0% 99.1% 99.8% 99.2% 100.0% 注2)

99.0% 99.0% 99.1% 99.8% 99.2% 100.0%

81.9% 84.0% 84.6% 85.3% 86.3% 88.9%

92.1% 94.5% 95.2% 96.0% 97.1% 100.0%

100.2 ha 112.8 ha 113.1 ha 116.0 ha 107.7 ha 150.0 ha

66.8% 75.2% 75.4% 77.3% 71.8% 100.0%

基準値以下 注３） 基準値以下 基準値以下 基準値以下 基準値以下 基準値以下 注３）

- - - - - - - -

1 地点 1 地点 1 地点 1 地点 1 地点 0 地点

- - - - - - - -

265 件/年 254 件/年 179 件/年 143 件/年 97 件/年 220 件/年

120.5% 115.5% 81.4% 65.0% 44.1% 100.0%

787 g/人・年 785 g/人・年 796 g/人・年 790 g/人・年 801 g/人・年 736 g/人・年

106.9% 106.7% 108.2% 107.3% 108.8% 100.0%

3,354 t/年 2,995 t/年 2,793 t/年 2,648 t/年 2,585 t/年 3,142 t/年

106.7% 95.3% 88.9% 84.3% 82.3% 100.0%

10,859 t/年 11,088 t/年 11,162 t/年 11,549 t/年 11,427 t/年 10,639 t/年

102.1% 104.2% 104.9% 108.6% 107.4% 100.0%

77.3 万t-CO2/年 77.8 万t-CO2/年 70.5 万t-CO2/年 2022年に推計 2023年に推計 71.5 万t-CO2/年 注5)

108.1% 108.8% 98.6% #VALUE! #VALUE! 100.0%

-14.69% -9.44% -15.64% -18.06% 2021年度に推計 -4.90% 注5)

299.8% 192.7% 319.2% 368.6% #VALUE! 100.0%

85,365 人/年 85,123 人/年 86,273 人/年 86,681 人/年 75,970 人/年 88,000 人/年

97.0% 96.7% 98.0% 98.5% 86.3% 100.0%

- 1,030 件/年 2,080 件/年 3,772 件/年 2,297 件/年 3,500 件/年

- 29.4% 59.4% 107.8% 65.6% 100.0%

24 件/年 24 件/年 24 件/年 24 件/年 23 件/年 30 件/年

80.0% 80.0% 80.0% 80.0% 76.7% 100.0%

1,900 人/年 1,700 人/年 1,800 人/年 台風により中止 新型コロナウイルスの影響により中止 2,100 人/年

90.5% 81.0% 85.7% #VALUE! #VALUE! 100.0%

52.0 %/年 53.9 %/年 54.4 %/年 57.9 %/年 58.9 %/年 54.0 %/年

96.3% 99.8% 100.7% 107.2% 109.1% 100.0%

9 回/年 10 回/年 10 回/年 12 回/年 3 回/年 10 回/年

90.0% 100.0% 100.0% 120.0% 30.0% 100.0%

217 団体/年 215 団体/年 307 団体/年 346 団体/年 358 団体/年 277 団体/年

78.3% 77.6% 110.8% 124.9% 129.2% 100.0%

34,187 人/年 31,894 人/年 42,538 人/年 42,422 人/年 35,008 人/年 36,000 人/年

95.0% 88.6% 118.2% 117.8% 97.2% 100.0%

注１）個別計画の2021年度目標値

注２）個別計画の2026年度目標値

注３）窒素酸化物濃度基準値：0.04～0.06ppm範囲内又はそれ以下（日平均値）

　　　　 ダイオキシン類濃度基準値：0.6pg-TEQ/m3以下（年平均値）

注４）都道府県別エネルギー消費統計の推計方法変更等に伴い、過年度分に遡って修正。今後も推計方法の変更により、基準・目標年度の値も含め修正する場合がある。

注５）個別目標の2020年度目標値

注６）「信州型自然保育」の詳細は、第２次安曇野市環境基本計画97ページのコラム内を参照。

安曇野環境フェア来場者数

行動計画に基づく環境学習の開催数

環境美化活動参加者数（累計）

信州型自然保育 注６）を受ける児童の割合

15 環境保全活動を活

発にする

環境美化活動団体数（累計）

13 環境情報を充実さ

せる
安曇野エコプラン.netアクセス数

14 環境について学ぶ・

体験する

安曇野市環境市民ネットワークによる環境学習

プログラムの提供数

12 地球温暖化に対応

する

安曇野市域の温室効果ガス排出量注4)

「あづみん」（デマンド交通）の利用者数

資源物排出量

2015（平成27）年度基準年に対する市の

事務事業における温室効果ガス削減率

９ きれいな空気と静か

な環境をまもる

窒素酸化物・ダイオキシン類濃度測定値

11 ごみを少なくする

市民1日1人当たりのごみ排出量

10 公害・化学物質な

どの問題をなくす
苦情件数

事業系可燃ごみ排出量

自動車交通騒音測定値基準値超過地点

８ 豊富できれいな水の

環境をまもる

上水道普及率

７ 景観や歴史・文化を

大切にする
景観づくり講座開催回数

人為的な地下水涵養農地面積

（地力増進事業）

水洗化率

６ 身近な自然とふれあ

う

１人当たり都市公園・その他公園の面積（国

営･県営公園を除く）

５ 生きものをまもる

「生きもの調査」の実施

特定外来種駆除活動の参加者数

４ 川や水辺をまもる 多面的機能支援交付金事業活動組織数

緑の恵みを感じることができる講座の開催

集落営農組織数

３ 里地をまもる

認定農業者数

２ 里山をまもる

安曇野材の年間利用実績

個別目標 環境指標

１ 山岳地をまもる
山岳に関するイベントの参加者数

（登山マナーの普及啓発を含む）

里山学校の年間受講者数（延べ）
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５－５ 参加と協働 

 基本計画に定めた施策のうち、個別目標13から15にかかる施策について、各担当が取り組

みを進めました。ここでは、環境情報の充実や環境学習の推進、環境保全活動の活発のため

に環境課が行った取り組みのうち、参加と協働という視点で特徴的だった事業についてのみ

記述します。 

（１）安曇野環境フェア2020（※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止） 

 【開催概要】 

ア）コンセプト  豊かで美しい自然環境を守り、快適な生活環境を次代につなぐ 

まちをつくろう！ 

イ）テーマ    あづみ野に生きるものたち 

ウ）主催     安曇野市、安曇野環境フェア 2020実行委員会 

エ）共催     安曇野環境市民ネットワーク 

オ）日時     10月 10日（土）９時 30分～16時、11日（日）９時～16時 

カ）会場     安曇野市堀金総合体育館（安曇野市堀金烏川 2662） 

キ）来場者数   １日目：＿人  ２日目：＿人  計＿人（※中止） 

（２）あづみ野に生きるものたち・環境ネットワーク展 

【開催概要】 

ア）内容     長峰山の昆虫や植物等を紹介する映像上映、環境フェアの歴史など 

に関するパネルの展示、環境活動を推進している団体の紹介、緑の 

カーテン写真展など 

イ）主催     安曇野市、安曇野環境フェア 2020実行委員会 

ウ）共催      安曇野環境市民ネットワーク 

エ）期間・場所  12月１日（火）～12月 15日（火） 

三郷交流学習センター「ゆりのき」展示ギャラリー 

12月 17日（木）～１月 10日（日） 

穂高交流学習センター「みらい」展示ギャラリー 

１月 12日（火）～１月 24日（日） 

安曇野市役所本庁舎ロビー 
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６ その他 

６－１ 安曇野市環境基本計画庁内調整会議（安曇野市環境基本計画庁内調整会議設置要綱） 

 環境基本計画庁内調整会議において、基本計画及び行動計画の進捗状況の確認と課題の検

討を行うとともに、各種施策の調整を行いました。また、実施計画書及び年次報告書の原案

や、これまでの取り組みの点検・評価の結果、関連計画の改定を踏まえて行動計画の改訂案

を作成し、審議会への報告を行いました。 

 

６－２ 安曇野市生物多様性アドバイザー（安曇野市生物多様性アドバイザー設置要綱） 

 安曇野市の豊かな自然環境や動植物種の多様性を将来にわたり維持していくことを目的に、

安曇野市版レッドデータブック等で著された希少生物の保護及び重要な自然環境の保全等に

関し、専門家の意見を聴くため、新型コロナウイルス感染症対策の書面開催を含めて連絡会

議を３回開催したほか、必要に応じて意見照会を行いました。 

 

６－３ 安曇野環境市民ネットワーク 

６－３－１ 概要と事業内容 

安曇野環境市民ネットワーク（以下「ネットワーク」という）は、市内または各地域におい

て環境保全のための活動を行っている団体や個人が集まり、協働や連絡・調整を行うことに

よって、より良い安曇野の環境を創出することを目的として平成21年９月に発足しました。 

事業内容は、大きく分けて①コミュニケーション、②環境学習の企画と実施、③環境基本

計画および行動計画の実施、④普及啓発の４つです。 

令和２年度の組織体制及び事業内容は次のとおりです。 

 

（１）組織体制 

１）会員構成 ： 28団体、３個人 

２）役員構成 ： 座長 １人、副座長 １人、運営委員 11人、会計 １人、監事 １人 

３）事 務 局 ： 安曇野市 市民生活部 環境課 

 

（２）事業内容 

１）主催事業 

１）-①運営委員会、総会、環境講座「環カフェ」 
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日 付 会議等名称 内 容 

2020(令和２)年 

４月25日 

第１回 

「環カフェ」 

・「緑のカーテン広げよう講座」 

・講師等：NPO法人あづみ野風土舎の皆様 

・オーシャンブルーの苗配布時に説明 

12月４日 
第２回 

「環カフェ」 

・「安曇野市の地下水はどこから来て、どのように湧き出

すのか。その現況と保全の取り組みについて」 

・講師等：①安曇野市環境課職員         

②豊科北小学校６年１組の児童の皆さん 

・参加者：33人 

2021(令和３)年 

１月28日 
運営委員会 ・令和２年度総会について 

３月10日 総会 
・令和２年度事業報告及び収支決算 

・令和３度事業計画及び収支予算 

 

１）-②環境学習プログラムの推進事業 

『安曇野環境市民ネットワーク 団体活動紹介・環境学習プログラム』パンフレットを

作成・配布しました。計1,000部を印刷して、市内小・中学校及び市内公民館（中央・分

館）などへ配布・設置しました。 

 

１）-③登録団体間の情報交換及び情報発信事業 

登録団体の開催するイベントや環境関連の様々な情報について、メーリングリスト（５ 

回）やニュースレター（安曇野環境市民ネットワーク通信 １回）、Webページ「安曇野エコ

プラン.net」（５回）上での情報発信などを行いました。 

また、主催・共催事業の開催にあたっては広報紙で周知したほか、必要に応じてチラシ 

を作成し、公共施設及び市内小・中学校等に配布しました。 

 

２）共催事業 

２）-①安曇野環境フェア2020（※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止） 

  ア）安曇野環境フェア実行委員として協力 

  イ）出展・発表 

 

３）後援事業 

３）-①ネットワーク登録団体等の関連イベントの後援及び情報発信 

ネットワーク登録団体の関連イベントについて後援を行ったほか、メーリングリスト、

Webページ「安曇野エコプラン.net」上での情報発信を行いました。 

 

４）協力事業 

４）-① 学校や市民団体等からの講師依頼対応（環境学習資源の有効活用に係わるコーデ
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ィネイト） 

自然観察講座、アルプスあづみの公園管理センターが主催する「さとやま楽校」の一部講

座について、ネットワーク加入団体が講師を務め、地域の学生や住民への環境学習推進にご

尽力いただきました。加えて、「特定外来生物オオカワヂシャ駆除プロジェクト」にご参加

いただきました。 

 

2020（令和２）年度 明科中学校の総合的な学習の時間「ホームタウン明科」 

（※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止） 

 

2020（令和２）年度 さとやま楽校 

日 付 内 容 主催/講師等 

2020（令和２）年 

６月６日、20日、

７月19日、 

８月８日、 

９月５日、13日、

10月４日、18日、

25日 

やまこの教室「幼虫観察」ほか６回  

参加者：延べ168人 

国営アルプスあづみの公園/や

まこの学校 

６月２日、 

８月１日、 

９月12日 

田んぼの教室「農作業」ほか３回 

参加者：延べ89人 

国営アルプスあづみの公園/み

のむしの会/コープながの/岩

原の自然と文化を守り育てる

会 

７月12日、 

８月２日、 

９月６日 

里山いきもの教室 

「昆虫のスケッチ」ほか２回 

参加者：延べ17人 

国営アルプスあづみの公園/三

郷昆虫クラブ/信州生物多様性

ネットきずな 

2021（令和３）年 

２月３日、17日、 

３月31日 

案内人の教室「ガイダンス」ほか２回 

参加者：延べ19人 

国営アルプスあづみの公園

/NPO法人安曇野ふるさとづく

り応援団/安曇野案内人倶楽部 

 

特定外来生物オオカワヂシャ駆除プロジェクト 

【開催概要】 

 ア）内容    オオカワヂシャを950㎏駆除しました。 

イ）主催    安曇野市 

ウ）日時    ９月14日（月） 午前９時～正午 

エ）場所    安曇野わさび田湧水群公園（憩いの池）  

オ）参加者   14人 

 

４）-②安曇野市環境審議会、環境基本計画庁内調整会議との連携・協力 
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  安曇野市環境基本計画・環境行動計画との連携、協力として、安曇野市版環境家計簿、

特定外来生物リポーター事業等へ参加しました。 

  また、審議会にネットワーク加入団体の年度内活動状況について報告しました。 

 

 ５）参加団体による活動 

  ネットワーク登録団体間や環境審議会との情報共有を目的として活動状況アンケートを

実施したところ、全28団体のうち12団体より回答がありました。 

また、複数の団体から、令和２年度は新型コロナウイルスの感染症の影響でイベント開

催できなかった旨の連絡をいただきました。 

  なお、アンケート結果の詳細を参考資料として次ページ以降に示します。  
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７ 参考資料 

 

■令和２年度 安曇野環境市民ネットワーク 活動アンケート結果 

 

ネットワーク登録団体間や、環境審議会との情報共有を目的として、登録団体の令和２年度に

おける活動状況についてアンケートを依頼したところ、全28団体のうち、12団体より回答いただ

きました。（アンケート実施期間：2021（令和３）年１月４日～２月４日） 

 

○報告を受けた団体一覧 

活動分野 団体名 

全般 安曇野市消費者の会 

地球温暖化 安曇野地球温暖化協議会 

環境 アルプスあづみの公園管理センター 

景観 アルプス花街道実行委員会 

景観 潮沢ロマンの会 

環境 NPO法人 あづみ野風土舎 

景観、農林 NPO法人 安曇野ふるさとづくり応援団 

自然、環境 NPO法人 信州ツキノワグマ研究会 

自然、環境 烏川渓谷緑地市民会議 

自然、生活 生活協同組合コープながの 

自然、景観 特定非営利活動法人 森倶楽部21 

自然 野生生物資料情報室 

 

（50音順） 
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アンケート回答がありました団体の年間活動記録について以下に掲載します。 

 

団体名 安曇野市消費者の会 

記入者名 会長 平田 米子 

 

日付 イベント・講座名 会場 参加人数 

5、6月 

9、10月 
豆腐作り 加工センター 各 18人 

7、8月 シソジュース、トマトソース作り 加工センター 各 20人 

9月 14日 オオカワヂシャ駆除 参加 水辺公園 1人 

11、12月 福神漬、コンニャク、リンゴジュース作り 加工センター 各 23人 

12月 1日 

～1月 24日 

あづみ野に生きるものたち・環境ネットワーク展 参

加 

三郷、穂高交

流学習センタ

ー、本庁舎 

 

2月 16日 

～20日 
味噌作り 加工センター 25人 

 

 

 

団体名 安曇野地球温暖化協議会 

記入者名 樋口 嘉一 

 

講演・講座・イベント等 

日付 名称・活動等 会場 参加人数 

7月 

長野県地球温暖化防止活動推進員有志と事務

局にて「信州版夏の省エネガイドブック」を作

成、長野県地球温暖化防止活動推進センター

ＨＰに掲載（コロナ禍でWEB会議で策定） 

WEB会議 
12人 

事務局 

8月 21日 
松本地域本年度の新規採用県職員に対する研

修会（その中で地球温暖化が一つのテーマ） 

松本地域振興

局庁舎講堂 

28人 

事務局 

他 5人 

9月 12日 
安曇野工業会後継者育成のための経営塾 

当日のテーマ SDGs 
ビレッジ安曇野 6人 

9月 27日 

国営アルプスあづみの公園 あづみの学校にて

「SDGsってナニ？～その取り組み～そして地球

温暖化」を講演 

国営アルプス

あづみの公園 
30人 

10月 22日 市内企業のＳＤＧｓ活動実践指導会 市内企業 5人 

11月 

長野県地球温暖化防止活動推進員有志と事務

局にて「信州版冬の省エネガイドブック」を作

成、長野県地球温暖化防止活動推進センター

ＨＰに掲載 

WEB会議 
12人 

事務局 
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11月 11～22日

11月 29日 

～12月 13日 

「安曇野市市民活動フェスタ」に出展 

安曇野市本庁

舎、中央図書

館 

 

12月 1～15日

12月 17日 

～1月 10日 

1月 12日 

～24日 

「あづみ野に生きるものたち・環境ネットワーク

展」に出展 

三郷、穂高交

流学習センタ

ー、本庁舎 

 

2月予定 

長野県地球温暖化防止活動推進員有志と事務

局にて「［信州版］省エネガイドブック（夏冬統合

版）」を作成、関係先に配布と長野県地球温暖

化防止活動推進センターＨＰに掲載予定 

WEB会議 
12人 

事務局 

 

交流・会議・活動等 

日付 名称・活動等 会場 参加人数 

9月 14日 特定外来生物「オオカワジシャの駆除」に参加 
安曇野わさび

田湧水群公園 
20人 

7月 29日 

11月 5日 

3月 18日 

（予定） 

安曇野市環境審議会に出席 
安曇野市本庁

舎他 

15人 

事務局 

12月 24日 
地球温暖化防止ついて「広報あづみの」に掲載

の会議 

安曇野市本庁

舎 
4人 

11月 26日 「長野県版エシカル消費公開講座」に参加 WEB講座  

1月 23日 

（予定） 
環境カレッジ交流会 WEB会議  

1月 28日 

（予定） 
安曇野環境市民ネットワーク運営委員会 

安曇野市本庁

舎 
 

 

研修・研鑽等 

日付 名称・活動等 会場 参加人数 

10月 2日 
長野県地球温暖化防止活動推進員研修会、パネ

ル展「気候変動と生物多様性を考えよう」に出席 

長野県地球温

暖化防止活動

推進センター 

 

12月 16日 

「2050 ゼロカーボン社会の実現に向けて及び 冬

の省エネについて」推進員オンライン研修会に出

席 

WEB会議 
20人 

事務局 

4～3月 地球温暖化防止コミュニケーター資格更新 WEB等  

 

特に来場者からの反響が大きかった活動とその理由 

イベント・講座名 ： 国営アルプスあづみの公園 あづみの学校にて「SDGsってナニ？ 

～その取り組み～そして地球温暖化」を講演 

理       由 ： 市民や関係者に「SDGsと安曇野市・あづみの公園の取り組み 

そして地球温暖化」について確認して頂いた。 

参加者からは分かり易かったとの感想があった。 
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団体名 アルプスあづみの公園管理センター 

記入者名 市民協働係 須之部 大 

 

日付 イベント・講座名 会場 参加人数 

6月 6日（土） 

７日（日） 

木のぴっかぴか「オオルリシジミペンダントづく

り」 
あづみの公園 17人 

6月 6日（土） やまこの教室第 4回「幼虫観察」 あづみの公園 22人 

6月 6日（土） 

７日（日） 

14日（土） 

27日（土） 

わくわく自然観察会「オオルリシジミに会いに行

こう」 
あづみの公園 39人 

6月 20日（土）

27日（土） 

7月 4日（土） 

田んぼの教室第 2回「草取り」 あづみの公園 19人 

6月 20日（土） やまこの教室第 5回「幼虫飼育・切りかえし」 あづみの公園 21人 

7月 5日（日） やまこの教室第 6回「収繭」 あづみの公園 18人 

7月 12日（日） 里山いきもの教室第３回「昆虫のスケッチ」 あづみの公園 7人 

8月 1日（土） 田んぼの教室第３回「田んぼの生物調査」 あづみの公園 30人 

8月 2日（日） 
里山いきもの教室第３回「うんちやお肉が好きな

虫の観察」 
あづみの公園 4人 

8月 8日（土） 
やまこの教室第 7 回「夜の里山観察＆やまこ羽

化観察」 
あづみの公園 38人 

8月 16日（日） 森カフェ・夏 あづみの公園 16人 

9月 5日（土） 

13日（日） 
やまこの学校第８回「コサージュ作り」 あづみの公園 25人 

9月 6日（日） 

 
里山いきもの教室第５回「まとめ」 あづみの公園 6人 

9月 12日（土） 

 
田んぼの教室第 4回「稲刈り＆はぜ掛け」 あづみの公園 40人 

9月 12日（土） 秋の鳴く虫探し（ナイトウォーク） あづみの公園 18人 

9月 19日（土） 魅惑のゲンゴロウ探し あづみの公園 17人 

9月 19日（土） おサルと栗拾い対決 あづみの公園 19人 
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9月 22日 

（火・祝） 
森カフェ・秋「山栗拾い」 あづみの公園 15人 

9月 27日（日） SDGｓってナニ？ あづみの公園 10人 

10月 3日（土） 食草クララ植栽イベント あづみの公園 18人 

10月 4日（日） やまこの学校第 9回「糸作り体験」 あづみの公園 16人 

10月 4日（日） やまこの学校「糸作りワークショップ」 あづみの公園 9人 

10月 11日（日） 理科教室「樹名板を作ろう」 あづみの公園 11人 

10月 17日（土） 馬耕実演 あづみの公園 5人 

10月 18日（日）

25日（日） 
やまこの学校第 10回「織り体験」 あづみの公園 19人 

2月 3日(水) 

17日（水） 

3月 3日(水) 

17日(水) 

31日(水) 

案内人の教室第１～５回 （予定） あづみの公園  

２月 16日（火） 

～３月 16日（火） 
公園で見てみたい！「虫写真」総選挙 

あづみの公園

ＨＰ 
 

２月 22日（月） プロジェクト・ワイルド一般指導者講習会（予定） あづみの公園  

２月 28日（日） 動物のうんちを作ろう！（予定） あづみの公園  

３月６日（土） オオルリシジミ生息地の野焼き見学会（予定） あづみの公園  

３月７日（日） 森カフェ「早春の雑木林で遊ぼう」（予定） あづみの公園  

 

特に来場者からの反響が大きかった活動とその理由 

イベント・講座名 ： 魅惑のゲンゴロウを探そう！ 

理       由 ： 参加者は基より、地域の有識者の協力者を得て実施された。 

新聞２社に取り上げられた。希少種確認として学術的な意義もあったと思われる。 

公園内での継続的な維持管理の検討につながった。 

 

 

 

団体名 アルプス花街道実行委員会 

記入者名 （事務局補佐）安曇野市 地域づくり課 まちづくり推進係 坂口 友理 
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日付 イベント・講座名 会場 参加人数 

5月 23日 アルプス花街道 苗配布・定植 市内 9か所他 1,164人 

8月 17日 花壇の巡視 同上 9人 

 

 

 

団体名 潮沢ロマンの会 

記入者名 宝 喜吉 

 

日付 イベント・講座名 会場 参加人数 

4月 26日 潮沢池桜～岩洲山 散策  7人 

5月 20日 天田、瓜
う り

ヶ久保 山城 下見  10人 

7月 11日 潮沢区サロン講座（潮沢の歴史、文化） 潮沢公民館 40人 

9月 16日 犀川通船、信州新町、久米路橋視察  7人 

10月 11日 潮沢区 岩州山 散策、ガイド学習会  約 40人 

10月 31日 

～11月 1日 
明科地域文化祭 パネル展示 明科公民館  

11月 9日 築北村（西条）修験者お茶坊様視察  7人 

11月 22日 天田、瓜
う り

ヶ久保 山城 散策  20人 

11月 29日 

NPO 法人 安曇野ふるさとづくり応援団・潮沢ロマ

ンの会 名九鬼平家の里 散策 

午後 資料調達 市職員他 松本の人々 

 
一般 15人 

会員 8人 

令和 3年 

3月 20日 
（予定）柏尾 風神様 柏尾集落  

 「安曇野市市民活動フェスタ」パネル展示   

 
「あづみ野に生きるものたち・環境ネットワーク展」

パネル展示 
  

 

特に来場者からの反響が大きかった活動とその理由 

イベント・講座名 ： （11月29日）名九鬼平家の里 散策 

理       由 ： 現在もお堂、平家のお墓、平家の紋所 落人の子孫は 

ここで修験者として過ごしていたと考えられる。 
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団体名 NPO法人 あづみ野風土舎 

記入者名 今泉 一 

 

日付 イベント・講座名 会場 参加人数 

4月 25日 朝顔（オーシャンブルー）苗頒布会 

安曇野市役所

東側エントラン

ス 

約 80人 

6月 22日 

～7月 17日 

「クララを植えて安曇野の空にオオルリシジミを舞

わせましょう」に賛同展示 
安曇野市役所  

11月 11日 

～22日 
あづみの市民活動フェスタ 

安曇野市役所

本庁舎 

1階 東ロビー 

 

11月 29日 

～12月 13日 
あづみの市民活動フェスタ 

穂高交流学習

センター「みら

い」 

 

年 8回 柏矢町三角地植栽 柏矢町三角地 延べ 50人 

 

特に来場者からの反響が大きかった活動とその理由 

イベント・講座名 ： 朝顔（オーシャンブルー）苗頒布会 

理       由 ： 長年にわたる琉球朝顔の普及活動により知名度が上がったこと。 

遠方からも苗を求めに来場して頂いた方もあった。市民の関心の高さ。 

 

 

 

団体名 NPO法人安曇野ふるさとづくり応援団 

記入者名 宮﨑 崇徳 

 

日付 イベント・講座名 会場 参加人数 

11月 1日 ふるさとさんぽ 2020秋～三郷野沢 三郷野沢 8人 

11月 7日 ふるさとさんぽ 2020秋～堀金岩原 国営公園他 8人 

11月 14日 ふるさとさんぽ 2020秋～穂高新屋 穂高新屋 5人 
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11月 29日 さとやまさんぽ 2020秋～明科潮沢 明科潮沢 10人 

2月 3日 

～3月 31日 
さとやま楽校案内人の教室 国営公園他 

10人 

（予定） 

 

特に来場者からの反響が大きかった活動とその理由 

イベント・講座名 ： さとやまさんぽ2020秋～明科潮沢 

理       由 ： 里山の魅力を体感できるから 

 

 

 

団体名 NPO法人 信州ツキノワグマ研究会 

記入者名 浜口 あかり 

 

日付 イベント・講座名 会場 参加人数 

8月 28日 松本市大野川小学校 クマ授業 大野川小学校 10人 

10月 6日 伊那西小学校 クマ授業 伊那西小学校 60人 

10月 7日 「シブガキ応援隊」事前学習 
下高井農林高

校 
15人 

＊＊＊ 
市内におけるイベントは、新型コロナウイルスの関

係で中止となりました。 

環境フェア 

明科中学校 
 

 

特に来場者からの反響が大きかった活動とその理由 

イベント・講座名 ： 松本市大野川小学校 クマ授業 

理       由 ： クマが生息する場所に位置する小学校で、すでにクマに遭遇した経験を持つ児童も 

複数いるため、今後必要となる知識を得ることができた。という意見が先生方より多数 

いただいた。 

 

 

 

団体名 烏川渓谷緑地市民会議 

記入者名 内田 利幸 

 

日付 イベント・講座名 会場 参加人数 

4月 19日 カタクリ調査会 
烏川渓谷緑地

森林エリア 
6人 
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4月 25日 オオルリ（野鳥）調査会 
烏川渓谷緑地

水辺エリア 
6人 

4月 29日 オオルリ（野鳥）調査会 
烏川渓谷緑地

水辺エリア 
5人 

6月 7日 植物学習会 
烏川渓谷緑地

森林エリア 
8人 

7月 5日 昆虫観察会（昆虫の目から見た棲みよい森づくり） 
烏川渓谷緑地

森林エリア 
16人 

7月 24日 机の上で楽しむコケテラリウムづくり 
環境管理事務

所 
19人 

7月 25日 机の上で楽しむコケテラリウムづくり 
環境管理事務

所 
17人 

8月 2日 からすの学校「ツキノワグマ学習会」 
烏川渓谷緑地

森林エリア 
16人 

8月 22・23日 夏休みイベント「竹の水鉄砲を作って遊ぼう！」 
烏川渓谷緑地

水辺エリア 
14人 

9月 20・21日 コケ玉づくり 
環境管理事務

所 
13人 

10月 3・4日 ノルディックウォーキングを楽しもう！ 

国営公園⇔烏

川渓谷緑地水

辺エリア 

12人 

10月 24日 樹木医が案内する秋の樹木観察 
烏川渓谷緑地

水辺エリア 
22人 

11月 8日 からすの学校「植物の楽しみ方と写真教室」 

ほりでーゆ―

四季の郷・烏

川渓谷緑地水

辺エリア 

8人 

11月 28日 からすの学校「地衣類と菌類の学習会」 

ほりでーゆ―

四季の郷・烏

川渓谷緑地水

辺エリア 

18人 

12月 12・13日 コケテラリウムづくり 
環境管理事務

所 
19組 

 
「あづみ野に生きるものたち・環境ネットワーク展」

パネル展示 
  

1月 9日 からすの学校「ヤマネ学習会」 
ほりでーゆ―

四季の郷 
19人 

1月 10日 新月伐採「斧入れの儀」 
烏川渓谷緑地

水辺エリア 
予定 
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1月 23日 からすの学校「アニマルトラッキング学習会」 
烏川渓谷緑地

水辺エリア 
予定 

2月 11日 新月伐採「斧入れの儀」 
烏川渓谷緑地

水辺エリア 
予定 

2月 14日 スノーシュー体験 
烏川渓谷緑地

水辺エリア 
予定 

 

特に来場者からの反響が大きかった活動とその理由 

イベント・講座名 ： コケテラリウムづくり 

理       由 ： 烏川渓谷の自然環境とそこに生息している蘚苔類について学習するとともに、 

インテリアとして活用すること。 

 

 

 

団体名 生活協同組合コープながの 

記入者名 召田 洋一 

 

日付 イベント・講座名 会場 参加人数 

8月 1日 国営アルプスあづみの公園生きもの調査 あづみの公園 4人 

8月 2日 川の生きもの調査 犀川 48人 

9月 12日 国営アルプスあづみの公園稲刈 あづみの公園 16人 

10月 25日 火起こし体験 長峰山 32人 

3月 10日 （予）段ボール堆肥作り講座 

コープながの

安曇野センタ

ー 

 

 

特に来場者からの反響が大きかった活動とその理由 

イベント・講座名 ： 8月2日 川の生きもの調査 

理       由 ： コロナ禍での貴重なイベントで、開催することに感謝の声があり参加者も多かった。 

 

 

 

団体名 特定非営利法人森倶楽部２１ 

記入者名 森 芳昭 
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日付 イベント・講座名 会場 参加人数 

6月 28日 
長峰山山頂草原草刈り 

（主催者名：安曇野市都市建設部都市計画課） 
長峰山山頂 約 70人 

10月 25日 
森林の里親促進事業 コープながの「森を知ろう＆

火おこし体験」 
長峰山 ４３人 

10月 25日 長峰山山頂草原草刈り 長峰山山頂 約 40人 

 

特に来場者からの反響が大きかった活動とその理由 

イベント・講座名 ： 森林の里親促進事業 コープながの「森を知ろう＆火おこし体験」 

理       由 ： コロナ禍でイベントが少なく、参加希望者が多かったこと。マッチを使うには初めての 

子もいて、わくわくしたようだ。 

 

 

 

団体名 野生生物資料情報室 

記入者名 植松晃岳 

 

日付 イベント・講座名 会場 参加人数 

4月 25日 オオルリ観察会ﾞ（座学と観察会） 烏川渓谷緑地 12人 

4月 29日 オオルリ観察会ﾞ（座学と観察会） 烏川渓谷緑地 8人 

9月 23日 24日 ライチョウ観察会（座学と観察会） 乗鞍岳 7人 

10月 14日 15日 ライチョウ観察会（座学と観察会） 燕岳・燕山荘 8人 

10月 24日 25日 ライチョウ観察会（座学と観察会） 燕岳・燕山荘 7人 

1月 23日 動物の足跡観察会ﾞ（座学と観察会） 烏川渓谷緑地 17人 

 

特に来場者からの反響が大きかった活動とその理由 

イベント・講座名 ： ライチョウ観察会 

理       由 ： 現在保護活動が実施されており、関心がある人が多いため 
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【問】貴団体の運営、イベント・講座等の実施にあたり、課題と感じていることは何ですか。(複数回答可) 

 

１．運営資金の確保         ２．会員、ボランティア等の人員確保 

３．講座等参加者の募集      ４．その他（           ） 

 

※４．その他：保全テーマに即した専門家・研究者の参画、良好な景観形成の維持 

         組合員以外の参加、イベントや講座を開催する時間がない 

 

【問】貴団体がイベント・講座を実施する際、他のネットワーク登録団体や環境審議会などにどのようなこと 

を期待しますか。該当する項目に○を記入してください。（複数回答可） 

 

１．ｲﾍﾞﾝﾄ開催の周知、広報    ２．ｲﾍﾞﾝﾄ会場への来場 

３．ｲﾍﾞﾝﾄ準備、運営への協力   ４．活動内容の共通する団体との共催によるｲﾍﾞﾝﾄ開催 
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【問】その他、今後環境市民ネットワークとして取り組んでみたい活動がありましたらご自由にご記入くださ

い。（例：特定外来生物（アレチウリなど）の駆除活動） 

 

・【里山文化ゾーンの野生生物保全】 

シナノタンポポの保全活動。西洋タンポポ・交雑種タンポポの駆除により、永続的な場所が担保さ

れている園内に保全区域＝囲い込み区域を設けて継続的な対処療法的保全を図る。（主に４～５月

中旬） 

オオルリシジミの保全活動（調査イベント ５月下旬～６月中旬） 

ニホンザルの農作物被害に関する広域的な対策 （年間） 

在来植物（万葉植物）の展示・ガイド・手入れ作業（年間） 

 

・【里山文化ゾーンを活用したやまほいく活動】 

野生生物保全をテーマとする環境教育プログラム「プロジェクト・ワイルド」の地域普及活動と指導者

養成。 

森カフェの実施（さとぷろ。の協力あり） 

 

・【主の里山文化ゾーンを活動の場とする活動】 

地域のタカラを紹介する体験プログラムや活動の人材育成として取り組んでいる「さとやま楽校（や

まこの教室、案内人の教室、田んぼの教室、里山いきもの教室）」の参加者募集 

畜力を活用した里山管理イベント・試験（馬耕体験、ヤギヒツジによる除草作業試験） 

・各会員の活動発表会等 

・具体的なテーマは思いつきませんが、ネットワークに参加する団体を増やし、安曇野市の環境に関

する意識を向上するための対話をする機会があれば嬉しいです。 

・小中学生を対象とした地域学習活動 
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・現時点では特にありませんが、ご協力できることがあれば参加させていただきたいと思っています。 

・SDGsの取組 

・SDGsに関する講演 

 

【問】長野県が開設した「信州環境カレッジ」事業について、該当する項目に○を記入してください。 

 

１．既に活用した講座を実施又は計画している。 

２．次年度以降、活用した講座の実施を検討している。 

３．活用の可否を検討するため、詳細資料の提供や説明会等の機会を求める。 

４．今のところ活用する予定はない。 

 

 
 


